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一
足
お
先
に
リ
ゾ
ー
ト
満
喫

麟霧
1灘1蕪1

蕪翻総
綴
－

花』だ、憾，ら

、

　
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
「
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
」
で
は
、
1
0
目
1
日
の
オ

ー
ブ
ン
に
向
け
￥
多
く
の
関
係
者
の
万
々
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
．
ド
ラ

イ
・
ラ
ン
（
最
も
本
番
に
近
い
訓
練
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
．

ラ
ン
で
は
￥
ゲ
ス
ト
か
ら
直
接
宿
泊
を
し
て
も
ら
い
施
設
の
内
容
￥

F
料
理
の
味
￥
そ
し
て
従
業
員
の
接
遇
な
ど
を
直
接
体
験
し
て
も
ら
い

ま
感
。
．
馨
膨
て
￥
数
十
項
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
も
ら
い
￥
入

念
な
．
羨
墾
慰
翔
の
下
に
オ
ー
ブ
ン
を
迎
え
ま
す
。

　
診
徊
の
繭
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
」
の
特
集
は
￥
ド
ラ
イ
．
ラ
ン
真

蓼
最
鱈
の
9
月
硲
贈
17
日
に
中
学
時
代
の
同
級
生
仲
良
し
4
人
組
（
山

川
美
香
ざ
茄
、
．
村
山
由
貴
子
さ
ん
￥
丸
山
景
子
さ
ん
￥
庭
野
昭
子
さ

茄
）
が
團
繊
ー
陰
に
宿
泊
。
そ
し
て
．
エ
リ
ア
内
の
各
種
施
設
を
体

験
匿
た
様
暴
を
写
真
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
室

撫
、

　　　　　　　　　　　　　　　十目町地域に訪れる火適

　　　　　　　　　　　　　　　始めましょう。難人ひとりの小ざな行動が十圖町地域の大

　　　　　　　　　　　　　　　ぎなイメ・一ジを作りまず。
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艦お客様i壱窮漏屋

灘
鑛
一

難

囎
職

盤　
，
蘂

、
テ羅

箋鰍
鷺　麟醸

織
、

ま
さ
に

　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と

　
　
「
美
し
き
故
郷
」

山川美香さん

　
ホ
テ
ル
館
内
の
色
使
い
、
ホ
テ

ル
周
辺
に
咲
く
た
く
さ
ん
の
花
々
、

こ
の
ほ
か
子
供
か
ら
大
人
ま
で
幅

広
く
楽
し
め
る
施
設
。
例
え
ば
フ

ォ
ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー
ル
や

サ
ウ
ナ
は
女
性
の
皆
さ
ん
に
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
や
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
、

散
策
道
は
家
族
連
れ
の
皆
さ
ん
に

お
薦
め
で
す
。
お
風
呂
も
と
て
も

き
れ
い
で
、
こ
と
に
露
天
風
呂
は

最
高
で
す
。
そ
し
て
、
夜
と
も
な

る
と
ホ
テ
ル
の
周
辺
や
湖
の
周
り

一
面
、
コ
テ
ー
ジ
の
並
び
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
大
変
す
ば
ら
し

い
風
景
に
変
身
し
ま
す
。

　
ま
た
、
緑
を
基
調
と
し
た
従
業

員
の
皆
さ
ん
の
制
服
が
す
て
き
で
、

訓
練
さ
れ
た
温
か
い
応
対
の
姿
が

よ
け
い
に
す
ば
ら
し
く
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
と
は
イ
タ
リ
ア

語
で
「
美
し
き
故
郷
」
と
聞
い
て

い
ま
し
た
が
、
当
間
高
原
リ
ゾ
ー

ト
は
こ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
所
だ

と
実
感
で
き
ま
し
た
。
ま
た
来
て

み
た
い
と
思
っ
た
一
日
で
し
た
。
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甲
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購

　ベルナティオゴルフコースは．J・

マイケル・ポーレット設計による．

日本トッブクラスのリゾートコース

です。自然の眺望と起伏に恵まれた

当問の大地の持ち味を十分に生かし

たこのコースは、日本の中でも最も

美しいコースの一つであり、コース

自体がすぐれた芸術作品としての価

値を持っています。そして多くのホ

ールがゴルファーのチャレンジ精神

を刺激するだけでなく、ゴルフゲー

ムの楽しさを実感できる設計になっ

ています。

ペ
ル
ナ
テ
ィ
オ
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

6，968謳一撞、殊一祀のヨ“臓弼ヨース

弱

灘
．

翻

幾
縣

i難勲墾乗り電動乗用iガード

灘
、
蝋

十
目
町
で
は
な
い

　
　
　
別
世
界村山由貴子さん

ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
を
訪
れ
て
、
十

日
町
が
ど
ん
ど
ん
発
展
し
て
い
く

こ
と
に
感
動
を
も
つ
と
と
も
に
、

十
日
町
に
い
る
の
で
は
な
い
よ
う

な
別
世
界
を
感
じ
ま
し
た
。

プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ゴ

ル
フ
場
、
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー

が
で
き
る
と
い
う
芝
生
の
広
場
、

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

と
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
が
同

じ
場
所
で
で
き
る
の
は
魅
力
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
眺
め
が
す
ば
ら

し
く
、
色
々
な
花
が
咲
き
誇
り
、

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
ホ
テ
ル

の
設
備
も
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

し
か
も
、
私
た
ち
が
泊
め
て
い
た

だ
い
た
ホ
テ
ル
か
ら
少
し
離
れ
た

コ
テ
ー
ジ
は
外
観
、
内
装
と
も
か

わ
い
ら
し
く
す
て
き
で
し
た
よ
。

　
一
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
し
ま
い
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
残
念
で

す
。
ぜ
ひ
機
会
を
作
っ
て
、
ま
た

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
4

人
で
楽
し
い
日
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
、
良
い
思
い
出
に
な
り
、
満

喫
で
き
た
一
日
で
し
た
。
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「
美
し
き
ふ
る
さ
と
」
の
創
造
は
￥
す
ぐ
れ
た
自
黙
環
境
懇
加
鍵
、

三
径
ん
で
い
る
人
た
奎
の
交
流
が
あ
つ
て
渉
籍
鞭

す
。
セ
ン
ト
ラ
ル
レ
イ
ク
の
湖
畔
に
立
ち
￥
水
面
に
美
賜
遡
楼
潅
映

し
出
す
ヲ
オ
⊥
フ
台
多
⊥
は
￥
交
流
の
蒲
鍔
識
建

設
さ
蒙
し
た
．
温
水
ブ
ル
、
帯
3
ー
￥
提
藁
臨
痢

ナ
￥
露
天
風
呂
．
ア
リ
ー
ナ
、
多
目
的
ル
ー
ム
な
＆
1
き
遍
桑
翔
ー

盤
葬
藝
糞
韓
繋
岬
誌
鰹
疑
騨
鉱

以
降
の
色
々
な
交
流
ブ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
中
で
す
勤

気
配
り
と

　
　
工
夫
の
各
施
設丸山景子さん

　
会
社
の
仕
事
上
、
工
事
期
問
中

に
も
何
度
か
足
を
運
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
の
時
は
土
の
色
と
、
た
だ

広
い
だ
け
の
敷
地
と
い
う
印
象
し

か
な
く
、
今
の
別
世
界
の
風
景
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
に
先
ず
驚
き
ま
し
た
。

完
成
し
た
ホ
テ
ル
や
各
施
設
は
、

何
も
か
も
が
私
の
想
像
を
超
え
る

も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　
ホ
テ
ル
内
で
は
、
あ
て
ま
温
泉

が
心
に
残
り
ま
し
た
。
す
べ
て
に

気
配
り
が
あ
り
、
使
い
や
す
い
よ

う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
売
店
に
は
良
い
香
り
の
す
る

ポ
プ
リ
を
使
っ
て
い
る
品
物
が
多

く
、
か
わ
い
ら
し
い
物
や
珍
し
い

物
ば
か
り
で
、
ふ
と
何
度
も
足
を

止
め
た
お
店
で
し
た
。

　
ど
の
施
設
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

特
に
、
空
の
色
と
花
、
緑
、
調
和

の
と
れ
た
建
物
、
こ
の
す
ば
ら
し

さ
に
私
は
感
動
し
ま
し
た
。
間
も

な
く
オ
ー
プ
ン
す
る
わ
け
で
す
が
、

い
つ
ま
で
も
大
人
か
ら
子
供
ま
で

が
楽
し
め
る
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

5平成8年9月25日号
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　　　　　　　　癒テルベルナティオ・コテージ。フォーラムセ
　難轍膿離灘騰鵜

．．鐘議轟萎覇嚢籔饗難；麟ま驚響箪
　　　　　　　懸繊一ゴルフコース、レイクシアターなどバリエ

　　　　　　　．一鐵ヨンに富んだ施設があります。また、電動サ

　　　　　　　瓢鐵ルで少し走れぱ、大地の自然をそっくり残し

　　　　　　　遍鷹自然に親しむエリア」に行けます。四季折々
にその姿を変える、いのちの氷辺や緑の回廊￥き

欝蓋醗欝鷲ユニ

，
臨
鰯

　
　
難
鞭

　
　
　
撚
㈱

　
　
　
嚢

　
　
　
　
羅

　
施
設
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
、

ホ
テ
ル
は
も
ち
ろ
ん
私
た
ち
が
宿

泊
し
た
コ
テ
ー
ジ
は
最
高
で
し
た
。

木
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
、
ソ

フ
ァ
ー
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
色

使
い
が
、
と
て
も
か
わ
い
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
時
間
に
追
わ
れ
な
が
ら
の
撮
影

で
し
た
が
、
す
べ
て
の
施
設
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た

で
す
。
温
水
プ
ー
ル
か
ら
始
ま
り

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス
、
ゴ
ル

フ
と
、
い
っ
ぺ
ん
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
テ
ニ
ス
は
め
ち

ゃ
く
ち
ゃ
の
プ
レ
ー
で
し
た
が
、

4
人
で
一
つ
の
ボ
ー
ル
を
汗
だ
く

で
追
い
か
け
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。

　
夕
食
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
テ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
と
も

ブ
ル
に
ろ
う
そ
く
が
灯
り
、
雰
囲

気
が
よ
く
、
料
理
も
お
い
し
く
、

み
ん
な
が
つ
い
食
べ
過
ぎ
ま
し
た
。

身
近
な
所
で
す
て
き
な
リ
ゾ
ー
ト

気
分
に
浸
る
こ
と
が
で
き
る
、
ぜ

ひ
ま
た
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 思色ソ魔宿・庭野昭子さん

雰
囲
気
も
料
理
も

　
　
　
超
最
高

6



「
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
」
オ
ー
ブ
一
一
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

■
市
役
所
地
域
開
発
室
　
（
開
発
室
）

■
フ
ォ
ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
）

ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ

　
　
　
　
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

翔
闘
謬
禰
”
周
糠
臼
繍
”
～
稲
臼
㈹

鞠
花
蓬
い
ら
ピ
コ
花
の
谷
」
に
咲
く

6
総
の
翅
ス
遜
ス
慧
皆
さ
鞠
を
お

迎
疑
じ
ま
馨
。

鏡
購
騒
じ
翼
り
ッ
灘
か
ら
の
展
望
。

夜
は
勃
藩
撫
露
ツ
プ
巻
覗
ま
す
。

体
憩
麹
ー
糞
ー
癒
は
ハ
ー
ブ
テ
ィ

ー
慧
f
縷
ス
。
鞠
團
麟
体
育
の
圏
）

は
飲
食
璽
！
諜
茨
ー
魅
お
ゆ
ま
鑑
繊
。

【
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
カ
ー
ニ
バ
ル
】

　
入
場
料
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
ひ
ね

り
よ
ろ
し
く
。
飲
食
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
す
。

■
田
月
4
目
㈹
午
後
6
時
3
0
分
～
9

　
時
3
0
分
（
7
時
開
演
）
カ
ラ
オ
ケ

　
大
会
と
創
作
演
劇
の
タ
ベ

＊
カ
ラ
オ
ケ
大
会
H
出
演
者
募
集
中

　
　
　
　
　
　
り
ぞ
う
と

＊
創
作
演
劇
『
理
想
都
物
語
』
口
劇

団
「
あ
て
ま
新
喜
劇
フ
ォ
ー
ラ
ム
座
」
、

越
後
の
と
あ
る
農
家
に
持
ち
込
ま
れ

た
「
り
ぞ
う
と
」
の
話

■
m
月
5
日
d
D
午
後
6
時
3
0
分
～
9

　
時
3
0
分
（
7
時
開
演
）
一
発
芸
・

　
隠
し
芸
大
会
と
そ
っ
く
り
パ
フ
ォ

　
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー

＊
一
発
芸
・
隠
し
芸
”
出
演
者
募
集

　
　
　
　
　
　
盈
5
7
－
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
川
・
脱

　
　
　
　
　
　
姪
5
8
－
2
3
6
0

中
＊
そ
っ
く
り
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ

ー
ヨ
ー
”
テ
レ
ビ
で
活
躍
の
3
人
の
そ

っ
く
り
さ
ん
が
出
演
（
カ
ル
ロ
ス
ト

チ
ギ
、
A
T
S
U
K
O
、
今
千
春
）

■
円
月
6
目
㈲
午
前
H
時
3
0
分
～
午

　
後
5
時
（
ー
時
開
演
）
創
作
演
劇

　
と
水
上
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

　
ス
シ
ョ
ー

＊
創
作
演
劇
『
理
想
都
物
語
』
1
回

目
（
1
時
）
2
回
目
（
3
時
3
0
分
）

＊
カ
ラ
オ
ケ
大
会
口
出
演
者
募
集
中

＊
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
（
2
時
4
5
分
～
）
口
世
界
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
ジ
ョ
ー
ジ
本
田
の
マ
ジ
カ

ル
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
＊
問
合
せ
H
開

発
室【

コ
ス
モ
ス
カ
ッ
プ

　
　
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
】

層
旧
月
陰
日
出
受
付
（
正
午
～
）
ス

　
タ
ー
ト
（
午
後
－
時
）

＊
プ
レ
ー
方
式
H
ペ
ア
戦
（
親
子
、

夫
婦
、
友
達
、
恋
人
ほ
か
）
、
1
8
ホ
ー

ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
＊
参
加
費
”

1
人
8
百
円
＊
定
員
5
0
組
百
人
＊
申

込
み
H
開
発
室

【
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
】

■
博
月
に
日
d
D
午
後
3
時
3
0
分
～
5

時
（
雨
天
中
止
）

＊
集
合
ロ
フ
ォ
ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー

＊
参
加
費
”
8
百
円
＊
定
員
一
4
5
人

＊
服
装
H
動
き
や
す
い
服
装
、
運
動

靴
＊
申
込
み
H
セ
ン
タ
ー

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
i
卜
】

　
お
な
じ
み
の
岡
崎
由
美
さ
ん
￥
ケ

ン
ト
・
ギ
ル
バ
ー
ト
さ
ん
が
出
演

■
田
月
B
目
㈲
1
回
目
（
午
後
4
時

　
時
）
2
回
目
（
7
時
）

＊
入
場
料
”
3
千
円
＊
問
合
せ
月
セ

ン
タ
ー

あ
て
ま
自
然
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

い
の
ち
の
水
辺
、
緑
の
回
廊
、
森

の
散
策
道
、
あ
て
ま
の
自
然
を
思

い
つ
き
り
楽
し
も
う
！

ロ
博
月
2
0
日
㈲
午
前
旧
時
～
午
後
2

　
時
馬
分
（
小
雨
決
行
）
当
間
山
自

　
然
観
察
会
。
当
間
山
頂
上
付
近
に

　
す
て
き
な
展
望
台
が
で
き
ま
し
た
。

＊
集
合
H
天
文
台
広
場
＊
参
加
費
H

5
百
円
＊
持
ち
物
目
昼
食
、
飲
物
、

敷
物
、
雨
具
、
メ
モ
帳
、
双
眼
鏡
、

＊
申
込
み
H
開
発
室

■
H
月
3
日
㈲
午
前
9
時
～
午
後
1

　
時
（
雨
天
時
は
一
部
内
容
変
更
）

　
自
然
観
察
会
・
ど
ん
ぐ
り
や
じ
ろ

　
う
べ
い
作
り
、
き
の
こ
汁

＊
集
合
月
フ
ォ
ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー

＊
参
加
費
臼
5
百
円
＊
持
ち
物
H
昼

食
、
飲
物
、
敷
物
、
お
わ
ん
、
は
し

＊
申
込
み
”
開
発
室

坂
本
ゆ
り
の

　
　
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
教
室

風
の
人
、
士
の
人
、
ど
ち
ら
か
一

方
だ
け
が
群
れ
て
も
だ
め
な
の
で

す
．
風
と
士
で
風
士
に
な
る
の
で

す
。
こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
士
の

人
、
外
か
ら
吹
き
込
む
風
の
調
和

が
大
切
で
す
、

　
　
（
坂
本
さ
ん
メ
ッ
セ
f
ジ
）

■
H
月
3
日
㈲
午
後
0
時
3
0
分
～
5

　
時

＊
午
後
－
時
～
3
時
『
講
演
会
、
テ

ィ
r
タ
イ
ム
交
流
会
』
（
参
加
無
料
）

＊
午
後
3
時
～
5
時
『
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
教
室
』
（
参
加
費
2
千
円
・
材
料

費
）
＊
申
込
み
け
開
発
室

一
曜

田
咄
一
－

＝
＝

■期　日　10月9日㈱・11日

　樹の2日問　集合：午前9

　時45分、市役所市民ホール

■コース　市役所（10時発）

　→リゾート（昼食）→星と

　森の詩美術館→市役所（3

時15分着）

■参加費　2，200円（大人、子

供問わず。昼食弁当代、入

館料、保険料）

■定　員　両日とも50人（先

着順）

■申込み　10月2日㈱までに

企画人事課・広報広聴係（盈

57－3111）へ。

7　　平成8年9月25日号



第
2
回
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
閉
幕

　
　
県
外
か
ら
の
6
人
の
作
家
を
迎
え
、
7
月
20
日
～
8
月
2
8
日
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
た
、
第
2
回
石
彫
シ
ン
ポ

　
ジ
ウ
ム
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
昨
年
、
今
年
、
来
年
と
3
か
年
に
わ
た
る
事
業
で
、
昨
年
は

　
県
内
の
作
家
6
人
を
招
い
て
開
催
さ
れ
、
出
来
上
が
っ
た
作
晶
は
、
十
日
町
駅
西
ロ
広
場
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
今
年
出
来
上
っ
た
作
晶
は
、
十
日
町
駅
東
ロ
広
場
や
縁
道
な
ど
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。
今
年
完
成
し
た
作
品
を

　
作
家
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。
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か
ぜ
　
　
は
し
ら

「
風
の
柱
」

　
　
　
　
　
さ
い
と
う
け
ん
　
じ

　
　
　
　
　
齋
藤
顯
治
さ
ん

　
私
は
長
い
間
、
自
然
現
象
が
つ
く
り
だ

す
形
態
の
魅
力
に
イ
メ
ー
ジ
の
源
泉
を
見

出
し
、
人
間
の
心
を
通
わ
す
こ
と
を
願
っ

て
作
品
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
「
風
の
柱
」
も
そ
の
延
長
上
に

あ
る
作
品
で
す
が
、
特
に
今
回
は
風
が
通

る
こ
と
で
微
音
を
奏
で
る
形
を
求
め
ま
し

た
。
ア
ー
チ
状
の
一
方
の
柱
は
単
純
な
曲

面
に
よ
る
直
立
し
た
柱
と
し
、
他
の
一
方

は
上
下
に
く
び
れ
を
も
つ
動
き
の
あ
る
形

と
し
、
全
体
的
に
説
明
的
要
素
を
で
き
る

だ
け
排
除
す
る
こ
と
で
、
石
の
材
質
を
生

か
し
た
存
在
感
の
あ
る
作
品
に
し
ま
し
た
。

、

　
は
る
　
　
あ
き

「
春
と
秋
」

　
　
　
　
　
は
や
し
　
　
　
　
ひ
ろ
し

　
　
　
　
　
林
　
　
　
宏
さ
ん

　
私
の
作
品
は
題
名
ど
お
り
季
節
を
テ
ー

マ
に
し
た
も
の
で
す
。
豪
雪
で
知
ら
れ
る

こ
の
市
の
人
に
と
っ
て
四
季
の
変
化
に
は

大
き
な
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
特

に
春
や
秋
に
は
一
層
の
感
慨
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
季
節
に
私

の
イ
メ
ー
ジ
は
広
が
り
ま
す
。
根
雪
の
解

け
る
春
に
は
ウ
サ
ギ
の
よ
う
な
男
の
神
様

が
、
田
が
一
面
黄
色
に
変
わ
る
秋
に
は
鳥

の
よ
う
な
女
の
神
様
が
、
こ
の
十
日
町
の

上
空
を
飛
ん
で
来
ま
す
。
チ
ョ
ッ
と
疲
れ

た
の
で
大
き
な
石
の
上
で
一
休
み
、
な
ぜ

か
2
人
の
神
様
は
出
合
い
、
世
問
話
な
ど

を
し
て
お
り
ま
す
…
…
。
な
ど
と
勝
手
な

妄
想
か
ら
こ
の
作
品
は
生
ま
れ
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
い
夏
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
た

「
二
つ
の
ひ
か
り
」

　
　
　
　
み
　
　
き
　
　
　
　
ま
さ
る

　
　
　
　
三
木
　
　
勝
さ
ん

二
つ
の
背
中
合
わ
せ
の
像
は
、
ど
ち
ら

火
焔
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
縄
文
の
夕
べ

　
　
　
　
市
と
市
博
物
館
で
は
、
博
物
館
友
の
会
、
文
化
協
会
連
合
会
と
の

　
　
　
　
共
催
で
、
佃
月
纏
日
㈹
・
得
日
㈲
に
市
の
誇
り
で
あ
る
「
火
焔
土
器
」

　
　
　
　
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
火
焔
7
オ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の

　
　
　
　
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
火
娼
フ
オ
巴
ラ
幽
記
憲
講
演
】

　
　
　
　
高
橋
克
彦
”
縄
文
～
日
本
の
基
層
文
化
～
を
語
る
”

　
　
　
　
講
師
“
高
橋
克
彦
先
生
（
直
木
賞
作
家
）

　
　
◆
栂
月
将
旨
㈲
午
前
”
時
～

　
　
◆
ク
回
ス
m

　
　
◆
入
場
無
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
協
者
因

、
轄
、

　
三
内
丸
山
遺
跡
を
は
じ
め
と
す
る
東
北
古
代
遺
跡
の
発
掘
が
進

み
、
縄
文
時
代
に
対
す
る
概
念
が
㎜
度
転
換
し
つ
つ
あ
る
。

　
か
っ
て
東
北
に
は
シ
ュ
メ
ー
ル
文
化
と
同
時
期
に
高
度
な
文
明

が
存
在
し
た
の
だ
。
…
…
東
北
は
確
か
に
日
本
の
中
心
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
今
、
東
北
は
面
白
く
な
っ
て
き
た
。

　
そ
の
手
応
え
が
私
に
あ
る
。

　
す
べ
て
は
こ
れ
か
ら
な
の
だ
。

　
＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊

・　〈プロフィール〉

＊4947年岩手県盛岡市生まれ。早大商卒。歴史ミスi

＊家。江戸川乱歩賞・吉川英治文学新人賞。推理作家

1直木賞受賞。NHK大河ドラマ「炎立つ」の原指
．盛岡市在住。アレン国際短大客員教授。十臼町と1
　　　　　　　　　　　　　おい　い雪の研究者高橋喜平氏の甥。

【
縄
文
の
夕
ベ
コ
ン
サ
ー
ト
】

　
　
　
古
代
儀
式
（
創
作
）
と
演
奏

　
　
　
　
　
　
　
　
縄
文
士
器
太
鼓
・
霊
笛
（
士
笛
）
・
叩
き
石
．
．
．

　
　
　
演
奏
”
石
神
縄
文
太
鼓
（
青
森
県
西
津
軽
郡
森
田
村
）
の
皆
さ
ん

8



が
表
で
、
ど
ち
ら
が
裏
と
い
う
わ
け
で
な

く
、
相
反
す
る
よ
う
で
、
け
っ
し
て
切
り

離
し
て
孝
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
象
を

象
徴
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
自
然
と

文
明
社
会
と
の
共
存
、
日
本
古
来
の
文
化

と
西
洋
文
化
と
の
融
合
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
十
日
町
市
の
み

な
ら
ず
、
日
本
全
体
ひ
い
て
は
世
界
的
な

広
が
り
に
お
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
人
類

が
2
1
世
紀
に
向
っ
て
、
避
け
ら
れ
な
い
問

題
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
二
人
の
硬
い
石

の
少
女
た
ち
は
、
十
日
町
市
の
行
く
末
を
、

け
っ
し
て
老
い
る
こ
と
な
く
、
何
世
紀
に

も
わ
た
っ
て
見
守
り
続
け
て
く
れ
る
こ
と

を
願
つ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
　
せ
っ
せ
ん
　
　
㌧

「
雪
山
の
生
き
も
の
た
ち
」

　
　
　
　
　
い
ち
か
わ
あ
き
ひ
ろ

　
　
　
　
　
市
川
明
廣
さ
ん

　
こ
し
ひ
か
り
の
緑
が
、
風
に
な
び
い
て

い
た
こ
ろ
、
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
始
ま

り
ま
し
た
。
制
作
途
中
、
「
難
所
（
ど
な
い

し
ょ
）
」
と
、
思
案
に
暮
れ
た
時
、
稲
の
白

い
花
に
安
ら
ぎ
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

穂
が
黄
色
く
な
り
は
じ
め
た
こ
ろ
、
私
の

石
は
、
や
っ
と
形
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
幼
き
こ
ろ
の
夕
焼
け
を
背
に
し
た
、
黒

い
鎮
守
の
森
が
縦
糸
。
十
日
町
市
の
白
い

期間中こども彫刻教室が開かれました

雪
景
色
が
横
糸
と
し
、
織
り
な
し
た
形
が

「
雪
山
の
生
き
も
の
た
ち
」
雪
山
と
は
、

ゆ
き
や
ま
と
読
み
ま
す
が
仏
典
で
は
、
“
せ

っ
せ
ん
”
。
そ
の
意
は
、
最
高
に
幸
福
な
所
。

『
雪
山
に
近
づ
く
鳥
は
金
色
に
輝
く
』
と

あ
り
ま
す
。
十
日
町
市
は
、
雪
山
。
四
十

日
間
滞
在
し
て
私
は
、
金
色
に
輝
い
た
か

ど
う
か
、
残
し
た
石
彫
作
品
共
々
、
皆
様

の
ご
批
評
を
待
つ
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン

「
C
o
m
p
o
s
i
t
i
o
n
」

　
　
　
　
　
に
し
か
わ
よ
し
　
お

　
　
　
　
　
西
川
淑
雄
さ
ん

　
季
節
の
変
わ
り
行
く
姿
は
、
稲
穂
の
輝

き
と
影
の
長
さ
と
風
の
冷
や
や
か
さ
に
、

肌
身
で
十
分
過
ぎ
る
ほ
ど
に
感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
終
り
が
祭
り
の
後
の

寂
し
さ
と
同
じ
で
、
な
か
な
か
に
立
ち
去

り
難
く
『
風
さ
み
し
　
石
と
黄
金
と
　
雪

の
国
』
な
ど
と
歌
っ
て
見
た
り
は
し
た
の

で
す
が
、
い
つ
か
ま
た
雪
の
降
る
日
に
で

も
フ
ラ
リ
と
来
て
ど
こ
か
の
飲
み
屋
で
一

人
騒
が
し
く
、
そ
れ
ほ
ど
強
く
は
な
い
酒

を
飲
ん
で
ク
ダ
を
撤
い
て
い
る
で
し
ょ
う
。

お
そ
ら
く
…
…
。
ま
た
行
き
ま
す
。

　
　
や
ま
　
　
か
ぜ

「
山
　
風
」

　
　
　
　
　
ま
つ
も
と
　
　
　
た
く
み

　
　
　
　
　
松
本
　
　
工
さ
ん

　
暑
い
夏
の
盛
り
に
訪
れ
た
十
日
町
も
、

帰
る
こ
ろ
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
の
前

の
稲
穂
も
首
を
た
れ
、
秋
の
風
が
吹
き
初

め
ま
し
た
。

　
会
場
に
彫
刻
の
原
石
を
運
び
、
十
日
町

の
イ
メ
ー
ジ
や
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
徐
々

に
感
じ
取
り
、
毎
日
石
と
対
話
し
て
4
0
日

間
を
過
し
ま
し
た
。

　
自
然
の
中
で
の
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ
は

と
て
も
気
持
ち
が
よ
く
、
私
は
好
き
で
す
。

そ
し
て
、
制
作
し
た
作
品
も
、
自
然
に
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
く

ち
も
な
く
、
負
け
も
な
く
、
同
化
し
、
朴

と
つ訥

と
し
て
素
直
に
そ
の
地
に
あ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
4
0
日
間
も
の
問
、
市
民
の
皆
様
に
は
お

世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
翅
月
擢
日
㈹
午
後
5
時
翻
分
～

◆
市
博
物
館
　
郷
土
植
物
園
（
爾
天
一
博
物
館
ロ
慧
ー
）

◆
入
場
無
料

森
田
載
石
神
縄
文
太
鼓

　
　
　
　
　
－
活
動
歴
8
奪

　
岡
撰
ル
ー
プ
の
富
崎
龍
美
既
は
、

自
勢
驚
叢
器
を
製
作
し
、
類
縄
文
人

が
竃
を
楽
じ
ん
で
も
お
か
し
く
獄
い
」

と
神
を
イ
メ
ー
ジ
じ
た
曲
奄
作
曲
。

蝋
五
ー
ヨ
ー
ク
に
も
摺
か
れ
演
奏
。

蓬
内
幾
幽
遺
跡
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も

骸
ぱ
ら
し
い
音
を
聞
か
せ
、
観
客
を

魅
了
じ
ま
し
た
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

【
縄
文
遊
食
コ
ー
ナ
ー
縄
萎
を
葵
て
驚
幽

　
　
　
縄
文
ク
ツ
キ
ー
．
ド
ン
グ
リ
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
　
　
口
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
◆
憩
月
耀
日
㈹
　
午
後
5
時
5
7
時

◆
布
博
物
館

96

秋
季
特
別
展

ヲ

縄
文
の
美
ー
火
笙
器
の
系
譜
ー

　
　
　
　
9
月
2
8
日
出
～
1
0
月
2
7
日
㈲

◆
入
館
料
　
4
百
円
（
3
百
円
）

　
　
中
学
生
以
下
無
料
、
（

◆
講
演
会
　
　
「
火
焔
土
器
の
系
譜
」

　
　
9
月
2
8
日
d
D
午
後
1
時
3
0
分
～
、
博
物
館

　
　
講
師
u
今
福
利
恵
先
生

◆
展
示
説
明
会

）
内
は
前
売
り
・
2
0
人
以
上
の
団
体

　
　
　
　
　
（
山
梨
県
立
考
古
博
物
館
学
芸
員
）

期
間
中
、
毎
週
日
曜
日
午
後
1
時
3
0
分
～
菅
沼
亘
学
芸
員

◆
二
の
コ
ー
ナ
ー
の
申
し
込
み
・
聞
駆
合
わ
せ
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
樽
物
館

バ費
57

　1

5
5
3
濯

）
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各種健康診査の受診状況

健康診断

胃がん

検診
肺がん

検診
大腸がん

検　診

子宮がん

検　診

乳がん

検診

（単位＝％）

84．7 ㌧俳FL
15．3

　　　　一　　　一　　　一　　，　　　一
　一

　　　　　　一　　　一　　　　一　　一　　　　一　　　一　　一　一　　一

　一 　　　’　　’　　’　’

50．4 38．0

蕪1，ヨ1

　’

　　　　　　’　　　　　’　　　　　一　　　　’　　　　’　　　’　　’　　’　’

，『

27．6 58．4
隣華，

　ノ
’
ノ

！
ノ
　
　
、

24．0 60．0 擁華
唱

『、
　、　　』　　、　　　、
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1
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、
．
二≧
一
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一
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『

窃、響 59．5
瞬蕪馨

0　　　20　　40　　60　　80　　100
　巨團受けたロ受けなカ・った匿璽対象年齢外

＊健康診断一健康診断を受けた理由の第1位は「健康

管理に大切だと思う」、次いで「会社で決まっていた」でし

た。受けない理由の第1位は「通知が来ない」、次いで「病

院に行っているので」でした。上の受診状況にあるように、

84．7％の人が何らかの形で健康診断を受けており、健康管

理への関心の高さが見られました。

健康診断
受けた理由は何ですか？2つまで○を付けてください。

　　　　　　　　　　　　　（回答者311人）
順位 顎　　　　　　　　圏 傑数 騰

霊 薗分の健康管理緯爽切だ葱慰魏惣畷が懸 綿3 5＄．＄

2 会鞍葱藻諜餐葱験るが麟 籔⑧ 35．4

3 通知撚薬驚擬麟 51 総．4

4 難謙癒麟獲が叢霧励編一 鎗 6．玉

5 薩鰍遷勧め鄭綴渤％ 翻 5．5

6 他識鷺勧め鰯麓瀧幾鯵 欝 5。杢

7 広報懇発莚 玉3 4．建

鷲の穂 難 3．5

かった理由は何ですか？2つまで○を付けてください。

　　　　　　　　　　　　（回答者56人）

灘
康
づ
く
り
に
反
映
！

　
　
　
ま
と
ま
り
ま
し
た

　
平
成
8
年
2
月
に
「
各
種
健
康
診
査
の
市
民
意
識
調

査
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
日
本
一
の
健
康

都
市
づ
く
り
の
運
動
の
一
環
で
あ
る
「
ね
た
き
り
ゼ
ロ

の
ま
ち
」
「
が
ん
に
負
け
な
い
ま
ち
」
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
職
場
検
診
や
人
間
ド
ッ
グ

な
ど
を
含
め
て
各
種
の
健
康
診
査
が
ど
の
く
ら
い
市
民

に
浸
透
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち
か

ら
検
診
を
受
け
て
も
ら
う
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
な

ど
を
知
り
、
今
後
の
健
康
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
予

定
で
す
。
こ
の
ほ
ど
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受けな

順位 項　　　　　　　　　目 件数 ％

1 通知が来ない 11 19．6

2 病院に行っているので不要だと思った 10 17．9

3 仕事を休めなかった 8 14．3

3 健康には自信があり、必要と思わない 8 14．3

5 具合が悪ければ病院に行くので健診は不要だ 7 12．5

6 忘れていた 6 10．7

7 忙しくて暇がない 4 7．1

8 病気が発見されると怖いから 2 3．6

8 時間がかかる 2 3．6

10 健診で何かを言われるのが嫌だから 1 1．8

10 場所が遠くて出かけられない 1 1．8

その他 9 16．1

調査方法　郵送によるアンケート調査、

対象者市内に住む20歳代から70歳代の男女100

　　　人、計600人を無作為に抽出しました。

調査基準　平成7年度中の各種健康診査の受診状況

回収率　有効回収数367人（61．2％）

70



肺がん検診
受けた理由は何ですか？2つまで○を付けてください。

順位 項　　　　　　　　目 件数 ％

1 自分の健康管理に大切だと思っているから 51 60．0

2 「肺がん」になりたくないと思ったから 28 32．9

3 会社で決まっているから 12 14．1

4
住民健診の後、市から肺がん検査を勧めら
れ、喀タン容器が届いたから 8 9．4

5 家族や友人に勧められた 4 4．7

5 、気になる症状があったから 4 4．7

5 広報などを見て、なんとなく 4 4．7

8 親戚や知入にがんになった人がいたから 3 3．5

その他 6 7．1

一　f＿レチ　　⊥　　　　　　　　　　⊥

（回答者85人）

順位 項　　　　　　　　　目 件数 ％

1 健康には自信があり、必要だと思わない 39 21．7

2 検診を知らなかった 36 20．0

3 具合が悪ければ病院に行くので検診は不要だ 35 19．4

4 関心がない 23 12．8

5 どうやって検査するのかわからないので申し込まない 22 12．2

6 忙しくて暇がない 20 11．1

7 年をとっているので受けなくてよいと思った 11 6．1

8 いつも受けていたが、たまたま今年は受けなかった 10 5．6

9 精密検査だと言われるのが怖い 4 2．2

9 申し込んだがタンが出なかった 4 2．2

その他 31 17．2

受けなかった理由は何ですか？2つまで○を付けてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（回答者180人）

＊胃がん検診一　　よく耳にする「バリウムを飲むのが

嫌だ」は14件（10．9％）で第4位になっていますが、バリ

ウムは以前に比べて飲む量も少なくなり、飲みやすくなり

ました。

　胃がんは、がん死亡の中でトップ。年に一度は検診を受

けましょう。

＊肺がん検診　　　　受けた理由の第1位は「健康管理に

大切だと思う」、次いで「肺がんになりたくない」。受けな

い理由の第1位は「健康に自信がある」、次いで「検診を知

らなかった」でした。
　　　　　　　かく
　肺がん検診は喀タンを検査する方法で行います。さらに

住民健診の胸部レントゲンでも、結核検査と肺がん検査を

しています。

＊大腸がん検診　　　　受けた理由の第1位は「健康管理

に大切だと思う」、次いで「大腸がんになりたくない」。受

けない理由の第1位は「具合が悪ければ病院に行く」、次い

で「健康に自信がある」、「検診を知らなかった」でした。

　検便などの方法で簡単に検査ができますので、積極的に

受けてください。

胃がん検診

順位 項　　　　　　　　目 件数 ％

1 自分の健康管理に大切だと思っているから 110 64．7

2 「胃がん」になりたくないと思ったから 68 40．0

3 会社で決まっているから 34 20．0

4 親戚や知人にがんになった人がいたから 24 14．1

5 気になる症状があったから 11 6．5

6 家族や友人に勧められたから 6 3．5

7 広報などを見て、なんとなく 3 1．8

その他 10 5．9
一　’＿レ十　　⊥　　　　　　　　　　　＿L＿

受けた理由は何ですか？2つまで○を付けてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（回答者170人）

大腸がん検診

順位 項　　　　　　　　目 件数 ％

1 自分の健康管理に大切だと思っているから 44 56．4

2 「大腸がん」になりたくないと思ったから 29 37．2

3 会社で決まっているから 8 10．3

3 気になる症状があったから 8 10．3

5 家族や友人に勧められたから 6 7．7

6 親戚や知人にがんになった人がいたから 5 6．4

7 広報などを見て、なんとなく 2 2．6

その他 4 5．1

一　ゴ＿レ＿み　　　　　　　　　　　　　　　⊥

受けた理由は何ですか？2つまで○を付けてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（回答者78人）

順位 項　　　　　　　　　目 件数 ％

1 具合が悪ければ病院に行くので検診は不要だ 48 24．6

2 健康には自信があり、必要だと思わない 39 20．0

3 検診を知らなかった 36 18．5

4 どうやって検査するのかわからないので申し込まない 23 11．8

5 忙しくて暇がない 22 11．3

6 関心がない 21 10．8

7 精密検査だと言われるのが怖い 11 5．6

8 年をとっているので受けなくてよいと思った 9 4．6

9 いつも受けていたが、たまたま今年は受けなかった 7 3．6

その他 21 10．8

受けなかった理由は何ですか？2つまで○を付けてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（回答者195人）

順位 項　　　　　　　　　目 件数 ％

1 具合が悪ければ病院に行くので検診は不要だ 34 26．6

2 いつも受けていた斌たまたま今年は受けなかった 17 13．3

2 健康には自信があり、必要だと思わない 17 13．3

4 忙しくて暇がない 14 10．9

4 バリウムを飲むのが嫌だ 14 10．9

6 検診を知らなかった 13 10．2

6 仕事を休めない 13 10．2

8 発泡剤でゲップを我慢できない 8 6．3

9 時間がかかる 5 3．9

9 関心がない 5 3．9

11 年をとっているので受けなくてよいと思った 4 3．1

11 既に胃を切除してあるので不要だ 4 3．1

13 精密検査だと言われるの捌布い 2 1．6

13 受けた人の話で、自分はだめだと思った 2 1．6

その他 26 20．3

受けなかった理由は何ですか？2つまで○を付けてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（回答者128人）
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乳がん検診
受けた理由は何ですか？2つまで○を付けてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（回答者41人）

順位 項　　　　　　　　目 件数 ％

1 自分の健康管理に大切だと思っているから 23 56．1

2 「乳がん」になりたくないと思ったから 21 51．2

3 気になる症状があったから 4 9．8

4 家族や友人に勧められたから 3 7．3

4 親戚や知人にがんになった人がいたから 3 7．3

6 会社で決まっているから 2 4．9

その他 3 7．3

受けなかった理由は何ですか？2つまで○を付けてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（回答者94人）

順位 項　　　　　　　　　目 件数 ％

1 具合が悪ければ病院に行くので検診は不要だ 19 20．2

2 健康には自信があり、必要だと思わない 16 17．0

3 検診を知らなかった 13 13．8

4 関心がない 10 10．6

4 年をとっているので受けなくてよいと思った 10 10．6

6 忙しくて暇がない 9 9．6

6 仕事を休めなかった 9 9．6

8 いつも受けていたが、たまたま今年は受けなかった 7 7．4

9 時間がかかる 3 3．2

10 精密検査だと言われるのが怖い 2 2．1

11 検診会場まで遠い 1 1．1

その他 16 17．0

＊子宮がん検診　　　　受けた理由の第1位は「子宮がん

になりたくない」、次いで「健康管理に大切だと思う」、受

けない理由は「具合が悪ければ病院に行く」、次いで「仕事

が休めない」、「健康に自信がある」でした。

＊乳がん検診　　　　受けた理由の第1位は「健康管理に

大切だと思う」、次いで「乳がんになりたくない」、受けな

い理由は「具合が悪ければ病院に行く」、次いで「健康に自

信がある」でした。乳がんも年々増加傾向にあります。自

己検診法もありますが、専門医による検診をあわせて行う

ことが大切です。

〈アンケートにみる意見・要望〉

　多くの市民から検診を受けてもらうためには、「健康管理

の大切さを知らせる」「実例を紹介して病気の早期発見・早

期治療の重要性を伝える」「検査の方法や内容をP　Rする」

というような啓蒙活動の強化（11件）のほか、待時間の短

縮（10件）、休日の実施（6件）、検診料金の無料化（3件）、

実施会場の増設（3件）、日や時間を指定せず自由に受けら

れるとよい（3件）、対象年齢を決めないでほしい（2件）

といった意見がありました。

　このほかに、もっと楽に受けられるとよい（胃がん検診）、

体の不自由な人も受けられるようにしてほしい（胃がん検

診）、かかりつけの医師で受けたい（子宮がん検診）、一日

で全部の検診が受けられる総合検診や骨密度検診の要望が

ありました。

対象年齢外者の動向 子宮がん検診

胃がん

肺がん

大腸がん

子宮がん

乳がん

（単位二％）
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〈検診は健康づくりの第一歩〉

　アンケート調査の結果、どんな検診を、いつごろ、どの

ようような方法で行うのかといった内容のPRが、まだま

だ不足していることが分かりました。

　今年から、住民健診の中の基本健診を16歳以上から受け

られるようにしました。また、乳がん検診を無料化にし、

40歳・50歳の節目に当たる人を対象に総合検診も行うこと

にしました。これからも、あらゆる機会を通して検診のお

知らせをしていきます。健康づくりと、病気の早期発見・

早期治療のために、ぜひとも検診を受けてください。

受けた理由は何ですか？2つまで○を付けてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（回答者83人）

順位 項　　　　　　　　目 件数 ％

1 「子宮がん」になりたくないと思ったから 52 62．7

2 自分の健康管理に大切だと思っているから 49 59．0

3 気になる症状があったから 14 16．9

4 親戚や知人にがんになった人がいたから 5 6．0

5 会社で決まっているから 4 4．8

5 家族や友人に勧められたから 4 4．8

7 広報などを見て、なんとなく 3 3．6

その他 5 6．0

受けなかった理由は何ですか？2つまで○を付けてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（回答者60人）

順位 項　　　　　　　　　目 件数 ％

1 具合が悪ければ病院に行くので検診は不要だ 14 23．3

2 仕事を休めなかった 9 15．0

2 　　　　　　　　　　　　　　　　ら健康には自信があり、必要だと思わない 9 15．0

4 年をとっているので受けなくてよいと思った 8 13．3

5 関心がない 5 8．3

5 はずかしい 5 8．3

7 忙しくて暇がない 4 6．7

8 いつも受けていたが、たまたま今年は受けなかった 3 5．0

8 生理中だった 3 5．0

10 検診を知らなかった 1 1．7

その他 14 23．3
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任
期
満
了
に
伴
う
新
潟
県
知
事
選
挙
は
、
1
0
月
3
日

　
に
告
示
さ
れ
、
m
月
2
0
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
こ
れ
か
ら
4
年
間
、
県
政
を
託
す
県
民
の
代
表
者
を

　
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
］
人
ひ
と
り
が
責
任
と
自
覚

　
を
も
っ
て
、
正
し
い
判
断
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
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投
票
で
き
る
人

　
①
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
”
1
0
月
2
0
日
現
在

で
満
2
0
歳
以
上
の
日
本
国
民
で
す
。

　
②
平
成
8
年
7
月
2
日
以
前
か
ら

十
日
町
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
。

7
月
3
日
以
降
に
県
内
の
他
市
町
村

か
ら
転
入
し
て
き
た
人
は
、
前
住
所

の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
十
日
町
市
長
の

発
行
す
る
「
引
き
続
き
県
内
に
住
所

を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を
持
参
し

て
前
住
所
地
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
で
き
な
い
人

　
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
て
も
、
投
票
日
ま
で
に
県

外
に
転
出
し
た
人
は
、
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

　
不
在
者
投
票

　
投
票
日
に
旅
行
、
出
張
、
入
院
、

出
産
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
の

た
め
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
①
自
分
が
投
票
す
る
投
票

　
　
　
所
の
区
域
外
で
職
務
ま
た
は

　
　
　
業
務
に
従
事
中
で
あ
る
こ
と
。

　
②
や
む
を
得
な
い
用
務
の
た
め
、

市
外
に
旅
行
中
ま
た
は
滞
在
中
で
あ

る
こ
と
。

　
③
病
気
、
負
傷
、
出
産
な
ど
の
た

め
、
歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
こ

と
。鯉前に不繋織痴ゐ

　
④
単
身
赴
任
な
ど
の
た
め
、
市
外

に
居
住
中
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　
1
0
月
3
日
㈲
か
ら
1
9
日
ω

　
　
　
ま
で
の
間
、
土
曜
・
日
曜
を

　
　
　
問
わ
ず
、
毎
日
午
前
8
時
3
0

分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

　
旅
行
先
や
滞
在
先
で
不
在
者
投
票

を
す
る
場
合
は
、
投
票
日
ま
で
に
市

の
選
挙
管
理
委
員
会
に
、
そ
の
投
票

が
到
達
し
な
い
と
無
効
に
な
り
ま
す

の
で
、
郵
送
期
間
を
考
慮
し
て
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
印
鑑
と
入
場
券
（
届
い
て

　
　
　
い
る
場
合
）
を
持
参
し
、
保

　
　
　
健
セ
ン
タ
ー
一
階
選
挙
事
務

室
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
在
と
な
る
理
由
や
行
先

き
な
ど
を
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
行
先
き
を
確

か
め
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・

入
所
中
の
人
は
、
施
設
長
に
申
し
出

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
病
院
や
施
設
で

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　

郵
便
に
よ
る
投
票

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
重
度
の

障
害
の
あ
る
方
は
「
郵
便
に
よ
る
自

宅
で
の
投
票
」
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
は
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
が
必

要
で
す
か
ら
、
該
当
さ
れ
る
方
は
早

め
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　
郵
便
投
票
証
明
書
の
有
効
期
限

は
、
交
付
の
日
か
ら
4
年
間
で
す
の

で
、
期
限
が
切
れ
て
い
る
場
合
は
、

早
め
に
再
交
付
の
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。　

代
理
投
票

　
指
先
や
腕
の
ケ
ガ
、
失
明
な
ど
の

身
体
の
故
障
や
文
盲
の
た
め
候
補
者

の
氏
名
を
自
書
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
人
は
、
投
票
補
助
者
が
選
挙
人
の

指
示
す
る
候
補
者
の
氏
名
を
記
載
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
入
場
券
を
確
認

　
入
場
券
は
、
嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ

て
1
0
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に
配
布
し
ま

す
。
投
票
所
の
場
所
、
開
閉
時
刻
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
確
認
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
万
一
、
紛
失
し
た
場
合
で
も
投
票

で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
係
員
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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期間10月1日㈹～10月3旧㈱／
主催はってん会（＋日町生そば組合）

　第10回記念の十日町生そばまつり。

各店が楽しい企画とそば処めぐりの

プレゼントを用意してお待ちしてい

ます。

　「そば処めぐり」で、うれしい

　　　　2つのラッキーチャンス

　期間中、参加店9店全店をめぐら

れた方に

匿亟］抽選で楽しい温泉の旅へ4

　組のペアをご招待（瀬波温泉、岩

　室温泉。水上温泉、越後湯沢温泉）

匿亟］そば券（2，500円分）をもれ

そば昧覚比べ」
　各地のそばが一堂に会する新企画。

県内外のそば屋数店を招待しました。

◆と　き　10月12日㈹・13日（日）

　　　　午前10時30分～午後4時
◆ところ　クロス10バザール広場

◆と　き　10月12日（土）14：00～16：00

　　　　　　　13日（日）9：00～11：00

　　　　　　　　　14：00～16：00

◆ところ　クロス10講義室

◆申し込み　十日町市観光協会

　　　　　　　　　（智57－3345）

　現在、調査員が皆さんの各事業所

に事業所・企業統計調査の調査票を

お届けしています。調査票にはもれ

なく記入してください。

　　　　会社も、お店も、学校も、病院も。

冨畠事業所・企業

9月下旬から調査員がお伺いします。

総務庁統計局　　　　　新潟県
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お
め
で
と
う
ー
O
O
歳

　
　
　
～
田
川
さ
ん
と
水
落
さ
ん
を
市
長
ら
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
規
1
0
0
歳
者
表
敬
訪
問

　
9
月
1
5
日
の
敬
老
の
日
を
前
に
、
1
2
日

㈲
、
今
年
度
百
歳
の
仲
間
入
り
を
し
た
田

川
ト
ミ
さ
ん
（
五
軒
新
田
）
と
水
落
セ
キ

さ
ん
（
水
口
）
の
お
二
人
を
、
市
長
と
石

坂
信
一
十
日
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
が

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
お
二
人
に
は
、
内

閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
状
と
銀
杯
が
、
県祝状を受け取る田川さん

知
事
か
ら
の
祝
状
と
記
念
品
が
、
市
か
ら

の
祝
状
と
記
念
品
及
び
金
一
封
が
、
市
長

と
石
坂
所
長
よ
り
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
新

規
百
歳
者
の
表
敬
訪
問
は
、
百
歳
の
長
寿

を
祝
お
う
と
、
県
と
市
が
共
同
し
て
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
田
川
ト
ミ
さ
ん
は
明
治
2
9
年
8
月
2
9
日セキさんの横で祝状を受け取る平八さん

～

生
ま
れ
。
田
川
さ
ん
は
子
供
7
人
を
生
み
、

　
　
　
　
ひ
ま
ご

孫
1
2
人
、
曾
孫
は
1
0
人
い
ま
す
。
朝
起
き

て
朝
茶
を
い
た
だ
く
の
が
一
番
の
喜
び
で
、

三
度
の
食
事
を
し
っ
か
り
食
べ
て
い
る
そ

う
で
す
。
「
皆
の
お
か
げ
で
生
き
て
い
ら
れ

る
」
と
は
っ
き
り
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
水
落
セ
キ
さ
ん
は
明
治
3
0
年
2
月
2
0
日

生
ま
れ
。
水
落
さ
ん
宅
に
は
百
歳
を
一
緒

に
祝
お
う
と
親
戚
縁
者
が
大
勢
訪
れ
て
い

ま
し
た
。
水
落
さ
ん
は
子
供
7
人
を
生
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
し
ゃ
ご

孫
2
2
人
、
曾
孫
2
8
人
、
玄
孫
が
一
人
い
ま

す
。
昨
年
9
月
ご
ろ
か
ら
寝
た
き
り
状
態

の
た
め
、
同
居
し
て
い
る
長
男
の
平
八
さ

ん
夫
妻
が
応
対
に
出
、
「
何
で
も
食
べ
ら
れ

ま
す
。
週
1
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
楽
し

み
み
た
い
で
す
ね
」
と
の
こ
と
。

　
田
川
さ
ん
、
水
落
さ
ん
、
も
っ
と
長
生

き
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

国際交流員の
　アドゥアです

　
「
ブ
ゥ
ォ
ン
　
ジ
ョ
ル
ノ
」
、
十
日
町
市

の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　
私
は
ア
ド
ゥ
ア
・
カ
ス
タ
ー
ニ
ョ
と
い

い
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
の
ト
リ
ノ
か
ら
来
ま

し
た
。

　
昨
年
1
0
月
、
コ
モ
市
と
の
姉
妹
都
市
提

携
2
0
周
年
で
十
日
町
市
の
皆
さ
ん
が
訪
問

さ
れ
た
時
に
通
訳
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
時
に
初
め
て
十
日
町
市
の
皆

さ
ん
に
お
会
い
し
ま
し
た
が
、
以
前
か
ら

日
本
に
関
心
を
も
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

十
日
町
市
で
働
い
て
み
た
い
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

　
そ
の
私
の
願
い
が
、
十
日
町
市
の
皆
さ

ん
の
お
か
げ
て
か
な
っ
た
こ
と
を
大
変
に

喜
ん
で
い
ま
す
。
9
月
1
2
日
か
ら
市
役
所

の
企
画
人
事
課
に
勤
め
て
い
ま
す
。
コ
モ

市
と
の
交
流
、
川
治
小
学
校
の
姉
妹
校
交

流
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
が
住
ん
で
い
た
ト
リ
ノ
の
こ
と
を
少

し
紹
介
し
ま
す
。
ト
リ
ノ
は
コ
モ
市
か
ら

2
0
0
キ
。
離
れ
た
所
に
あ
り
ま
す
。
1
8

6
0
年
ま
で
は
イ
タ
リ
ア
の
都
で
し
た
の

で
古
い
王
様
の
宮
殿
が
あ
り
、
と
て
も
美

し
い
都
市
で
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー

の
デ
ザ
イ
ン
で
は
世
界
一
を
誇
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
皆
さ
ん
も
大
好
き
な
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
が
名
産
で
す
。

　
私
は
1
年
間
、
十
日
町
市
で
生
活
し
ま

す
が
、
十
日
町
市
や
日
本
の
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
も
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
を

見
か
け
た
時
に
は
、
ぜ
ひ
お
話
を
し
て
く

だ
さ
い
。

【
ア
ド
ゥ
ア
さ
ん
は
国
際
交
流
員
と
し
て

1
年
間
、
市
役
所
に
勤
務
し
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
】

㌔



十
日
町
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
イ
ホ
ー
ム
事
業

デ
イ
ホ
U
ム
「
や
ま
び
こ
」
開
所

　
　
　
～
J
A
十
目
町
市
が
福
祉
活
動
を
応
援
～

　
市
内
に
小
さ
い
な
が
ら
も
頼
も
し
い
福

祉
施
設
、
デ
イ
ホ
ー
ム
「
や
ま
び
こ
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

に
参
加
で
き
な
い
で
、
日
中
一
人
き
り
で

過
ご
す
お
年
寄
り
か
ら
、
一
日
を
楽
し
く

過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
9
月
1
1
日
㈱
オ
ジ

プ
ン
し
た
施
設
で
す
。

　
開
所
式
は
、
J
A
十
日
町
市
本
所
前
で
、

尾
身
J
A
十
日
町
市
専
務
、
本
田
市
長
、

尾
身
県
議
会
議
員
、
白
崎
十
日
町
保
健
所

長
な
ど
関
係
者
約
6
0
人
が
出
席
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
や
ま
び
こ
は
、
J
A
の
資
財
セ
ン
タ
ー

2
階
を
改
築
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
も
の
で
、

県
道
側
か
ら
見
る
と
1
階
に
見
え
ま
す
。

県
の
単
独
新
規
事
業
の
援
助
を
受
け
、
「
コ

、
、
＼
ユ
ニ
テ
イ
デ
イ
ホ
ー
ム
事
業
」
と
し
て

十
日
町
市
が
J
A
十
日
町
市
に
運
営
を
委

託
し
た
も
の
で
す
。
県
内
初
の
開
所
と
な

り
ま
し
た
。
県
で
は
県
内
1
3
広
域
圏
に
一

つ
ず
つ
開
所
す
る
予
定
で
、
J
A
が
委
託

運
営
す
る
の
は
小
出
町
、
六
日
町
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
利
用
対
象
者
は
、
市
内
に
住
む
6
5
歳
以

上
の
軽
い
痴
呆
が
あ
り
外
出
で
き
な
い
要

援
護
の
お
年
寄
り
及
び
一
人
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
で
す
。
J
A
十
日
町
市
の
女
性
部

の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
3
8
人
が
、
3
人
体
制

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
お
世
話
し

ま
す
。
利
用
時
問
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
・
年
始
を
除
く
月
～
金
曜
日
の
午
前

9
時
～
午
後
3
時
。
送
迎
・
昼
食
サ
ー
ビ

ス
、
養
護
、
生
活
指
導
を
行
い
ま
す
。
利

用
料
金
は
昼
食
代
の
4
百
円
程
度
で
す
。

利
用
人
数
は
一
日
4
人
～
7
人
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

関係者によるテープカット

　
相
談
窓
口
は
デ
イ
ホ
ー
ム
「
や
ま
び
こ
」

（
智
5
7
i
8
1
4
0
）
、
J
A
十
日
町
市
ふ

れ
あ
い
生
活
課
生
活
相
談
係
（
暦
5
7
－
1

5
7
3
）
十
日
町
市
社
会
福
祉
事
務
所
高

齢
福
祉
係
（
智
5
7
－
3
1
1
1
）
へ
。
申

し
込
み
は
十
日
町
市
社
会
福
祉
事
務
所
高

齢
福
祉
係
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

魚沼コシヒカリに強い昧方
　　　　　もみ　～新技術の籾乾燥調整施設完成～

　日本一うまいと評価の高い魚沼コ

シヒカリ。産地問競争に生き残るた

めには、より高品質のコシヒカリを

栽培することが大切です。

　吉田南部地区の生産組合「㈲サン

ライス十日町」（農家戸数10戸、受益

面積50ha）では、特別栽培米を生産

し、関東を中心とする消費者から好

評を得ていました。今回、より食味

重視の魚沼コシヒカリを消費者に届

けようと、太陽熱を利用した自然乾

燥調整施設を導入しました。

　生産組合では9月中旬より刈り入

れを開始し、さっそく乾燥調整を始

めました。この技術は、太陽熱を利

用するためほとんど火力を必要とし

ません。また、自然乾燥のため、胴

割れや過乾燥の心配がなく、均一に

水分のバラツキが少ない乾燥ができ

ます。魚沼コシヒカリに強い味方が

登場しました。

第
3
セ
ク
タ
ー
十
日
町
ソ
フ
ト
開
発
㈱

リ
ゾ
ー
ト
地
内
に
新
社
屋
建
設

　
　
～
地
域
情
報
化
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
担
う
～

　
9
月
1
1
日
㈱
ぬ
け
る
よ
う
な
青
空
の
下
、

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
地
内
の
フ
ァ
ー
ム
ビ

レ
ッ
ジ
上
手
で
、
第
三
セ
ク
タ
ー
十
日
町

ソ
フ
ト
開
発
㈱
の
新
社
屋
の
起
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
田
社
長
（
市
長
）
ら
関

係
者
約
3
0
人
が
出
席
し
て
、
工
事
の
安
全

と
事
業
の
完
成
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
新
社
屋
建
設
は
、
通
商
産
業
大
臣
が
「
民

問
業
者
の
能
力
の
活
用
に
よ
る
特
定
施
設

の
整
備
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
民
活

法
）
」
に
基
づ
き
「
当
問
オ
ス
ポ
ッ
ク
」
（
仮

称
）
整
備
計
画
を
認
定
し
た
こ
と
に
よ
り

実
現
し
た
も
の
。
認
定
を
受
け
た
こ
と
に

よ
り
、
民
活
補
助
金
、
北
海
道
東
北
開
発

公
庫
に
よ
る
無
利
子
融
資
及
び
低
利
融

資
、
税
制
上
の
優
遇
等
の
支
援
措
置
を
受

け
て
建
設
・
整
備
さ
れ
ま
す
。

　
当
間
オ
ス
ポ
ッ
ク
は
、
地
域
情
報
化
基

盤
施
設
（
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。
そ
し
て
、

十
日
町
市
内
外
の
中
小
企
業
や
市
町
村
の

情
報
化
の
促
進
の
た
め
に
O
A
研
修
や
施

設
の
提
供
、
相
談
事
業
、
展
示
事
業
、
市

町
村
の
行
政
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構

築
、
企
業
や
地
域
住
民
へ
の
情
報
提
供
を

行
い
ま
す
。
敷
地
面
積
4
、
4
7
3
㎡
、

建
築
面
積
8
4
8
・
4
㎡
、
延
床
面
積
1
、

7
9
2
㎡
、
鉄
骨
造
準
耐
火
構
造
の
2
階

建
て
で
、
来
年
3
月
完
成
、
7
月
運
営
開

始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

鍬入れを行う本田市長

　
現
在
、
十
日
町
ソ
フ
ト
開
発
㈱

は
、
ク
ロ
ス
ー
0
内
に
本
社
を
構
え
、

地
方
公
共
団
体
業
務
向
け
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
開
発
で
、
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
完
成
後

リ
ゾ
ー
ト
地
内
に
移
転
し
、
産
・

学
・
住
・
遊
の
機
能
を
備
え
た
リ

ゾ
ー
ト
を
目
指
し
て
い
る
当
間
高

原
リ
ゾ
ー
ト
内
へ
の
初
の
進
出
企

業
と
な
り
、
そ
の
一
翼
を
担
い
ま

す
。
ま
た
、
同
社
は
7
月
5
日
に

設
立
し
た
「
あ
て
ま
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
研
究
協
議
会
」
の
会
員
と
し

て
、
十
日
町
地
域
か
ら
の
情
報
発

進
の
拠
点
施
設
と
し
て
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
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TOKAMACHl
まちの声　みんなの声

　
　
　
灘

　
鰍
　
　
　
　
　
厭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

灘
疑
繋

議
徽

　
今
月
号
で
は
、
先
月
号
で
ご
紹
介

で
き
な
か
っ
た
歩
道
に
つ
い
て
の
ご

意
見
を
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
市

の
考
え
方
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。　

今
年
度
の
「
市
民
と
語
る
日
」
に

お
い
て
、
当
日
会
場
か
ら
は
地
区
の

人
た
ち
か
ら
、
歩
道
に
つ
い
て
の
多

く
の
要
望
や
提
案
が
な
さ
れ
て
い
ま

　
　
だ
ん
わ

す
。
暖
和
室
や
市
長
へ
の
手
紙
で
も

ご
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
歩
道
と
車
道
の
段
差
を
無
く
し
て

　
ほ
し
い

　
暖
和
室
に
お
い
で
い
た
だ
い
た
S

さ
ん
よ
り
、
「
歩
道
と
車
道
の
段
差
を

無
く
し
て
ほ
し
い
。
車
庫
前
で
は
歩

道
を
下
げ
る
の
で
、
歩
道
に
傾
斜
が

つ
い
て
歩
き
づ
ら
い
で
す
。
歩
道
と

車
道
は
縁
石
で
区
別
す
れ
ば
良
い
の

で
は
な
い
か
」
と
の
ご
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
条
地
区

の
市
民
と
語
る
日
に
お
い
て
も
、
同

　　　　　　　　●

　今月のテーマは先月号に引き続き、

「歩道についてお答えします（2）」です。

市の考え方をお知らせします。

　　　「私の薦める一冊の本」

　あなたが読んだことのある本で、何

度読んでも新鮮な感動を与えてくれる、

そんな一冊をご紹介ください。

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

　誌上匿名は構いませんが、お名前、

　住所、電話番号だけは明記してくだ

　さい。

◆送付先　10月9日㈱までに企画人事

　課広報広聴係（〒948十日町市千歳町

　3－3　智57－3111内線213）

様
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
答
〉
以
前
作
ら
れ
た
国
・
県
・
市

道
の
歩
道
は
、
車
道
よ
り
一
段
高
く

作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
歩

行
者
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
歩
道

と
車
道
を
明
確
に
分
け
、
車
が
歩
道

の
上
に
乗
り
入
れ
で
き
な
い
よ
う
に
、

と
い
う
考
え
か
ら
で
し
た
。
し
か
し
、

S
さ
ん
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
車
庫

前
は
歩
道
を
下
げ
傾
斜
が
つ
い
て
い

て
、
歩
道
が
波
打
っ
て
い
る
よ
う
な

箇
所
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
特
に
車

イ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
に
と
つ

て
は
、
歩
道
に
傾
斜
が
あ
る
と
危
険

で
す
。

　
そ
ん
な
考
え
も
あ
っ
て
、
現
在
建

設
省
が
工
事
を
し
て
い
る
水
沢
地
区

の
国
道
1
1
7
号
で
は
、
縁
石
で
歩

道
と
車
道
を
分
け
る
だ
け
で
、
段
差

を
つ
け
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
高
田

町
2
丁
目
・
3
丁
目
の
街
路
整
備
で

は
、
段
差
は
あ
り
ま
す
が
、
歩
道
の

高
さ
は
押
さ
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
新
し
い

道
路
が
建
設
さ
れ
る
と
き
は
、
地
元

の
皆
さ
ん
と
十
分
に
検
討
を
重
ね
て
、

納
得
の
い
く
歩
道
を
建
設
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◆
電
柱
が
白
線
内
に
あ
り
歩
行
の
邪

　
魔
で
す
。
移
設
を
し
て
ほ
し
い

　
中
条
地
区
の
市
民
と
語
る
日
で

「
歩
行
し
て
い
る
と
電
柱
が
あ
る
の

で
、
車
道
を
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

危
険
で
す
」
と
の
要
望
で
し
た
。
場

所
は
県
道
中
条
田
川
線
の
こ
と
で
す
。

〈
答
〉
電
線
を
地
中
化
し
て
ほ
し
い

と
、
機
会
あ
る
ご
と
に
要
望
は
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
地
中
化
は
も
の

す
ご
く
お
金
が
か
か
る
た
め
、
地
中

化
が
実
現
し
て
い
る
道
路
は
市
内
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
電
柱
を
道
路
外
に
移
設
す
る
に
は
、

地
中
化
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
ろ
、
一

本
あ
た
り
数
1
0
万
円
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
民
有
地
の
所
有
者
の
了
解
を

⑥　　いちぱんいいて

東京都板橋区双葉町41－11（市内宮下出身・65歳）

　　　えい　　じ

樋口穎治さん
（大好き十日町会会員）

　　　　　難　　　　撫　　灘籔購舞蹴
　
母
の
里
、
四
日
町
新
田
で
生
ま
れ
長
岡
で
育

っ
た
の
で
常
便
に
か
た
っ
て
宮
下
の
祖
母
の
所

へ
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
来
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
四

日
町
へ
泊
ま
り
に
行
く
ほ
う
が
多
く
、
小
宮
山

の
織
機
工
場
で
ガ
チ
ャ
コ
ン
、
ガ
チ
ャ
コ
ン
と

お
さ
が
動
き
、
上
で
紋
紙
が
コ
ト
リ
、
コ
ト
リ

移
動
す
る
の
見
て
い
ま
し
た
。
ま
た
子
供
同
士

で
神
宮
寺
に
遊
び
に
行
き
、
仁
王
様
を
眺
め
た

り
境
内
の
木
立
の
下
で
追
い
駆
け
っ
こ
を
し
た

り
し
て
時
間
の
た
つ
の
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

　
長
岡
の
空
襲
で
田
麦
の
伯
母
の
所
に
一
家
で

お
世
話
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
冬
宮
下
に
移
り

十
高
を
卒
業
す
る
ま
で
お
り
ま
し
た
。
そ
の
頃

は
諏
訪
様
の
大
祭
り
の
縁
日
を
高
下
駄
で
冷
や

か
し
、
神
宮
寺
の
馬
と
ば
し
を
見
て
農
耕
馬
と

サ
ラ
ブ
レ
ッ
ト
と
の
違
い
に
感
心
し
た
り
、
御

武
家
杉
を
通
り
過
ぎ
て
今
は
広
々
と
し
た
公
園

に
な
っ
て
い
る
松
林
を
上
り
、
上
平
の
山
か
ら

山
本
に
下
り
る
散
歩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
今
は
本
町
通
り
も
広
く
坂
も
少
な
く
な
り
町

並
み
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て
と
な
り
、
信
濃
川

の
景
観
す
ら
水
が
少
な
く
、
き
れ
い
な
橋
が
た

く
さ
ん
懸
か
り
一
変
し
て
い
ま
す
。
世
の
移
り

変
わ
り
、
進
歩
と
言
う
も
の
で
し
ょ
う
か
、
そ

れ
に
連
れ
て
道
路
は
四
通
八
達
、
峠
に
は
ト
ン

ネ
ル
を
う
が
ち
町
々
の
距
離
は
縮
ま
り
、
河
岸

は
洪
水
の
恐
れ
が
な
い
よ
う
に
整
備
さ
れ
昔
の

面
影
は
薄
れ
て
い
ま
す
。

　
妻
有
郷
も
昔
を
残
す
神
宮
寺
や
山
川
は
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
な
が
ら
、
暖
か
い
心
で
新

し
い
も
の
に
挑
み
、
粘
り
強
く
取
り
入
れ
て
い

く
人
た
ち
が
、
風
土
に
あ
っ
た
魚
沼
越
ひ
か
り

作
り
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
や
ほ
く
ほ
く
線
な
ど
を

使
い
こ
な
し
て
益
々
発
展
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

土
木
事
務
所
に
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

◆
国
道
1
1
7
号
の
拡
幅
工
事
を
し

　
て
ほ
し
い

　
歩
道
の
要
望
に
も
関
連
し
ま
す
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。
川
治
地
区
の
市

民
と
語
る
日
で
「
現
在
水
沢
地
内
で

行
っ
て
い
る
、
国
道
1
1
7
号
の
建

設
省
の
直
轄
工
事
を
川
治
地
内
に
延

長
し
て
ほ
し
い
」
と
の
ご
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
様
の
要
望
が

大
井
田
地
区
、
中
条
地
区
か
ら
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
答
〉
市
長
を
先
頭
に
し
て
、
土
木

事
務
所
を
通
し
建
設
省
へ
何
度
と
な

く
陳
情
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

残
念
な
こ
と
に
建
設
省
の
回
答
は
「
既

に
一
次
改
築
が
済
ん
で
い
る
道
路
は
、

二
次
改
築
を
行
う
と
し
て
も
採
択
基

準
で
あ
る
混
雑
度
（
※
注
）
1
・
5

以
上
を
満
た
し
て
い
な
い
の
で
採
択

に
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
も
の
で

し
た
。

　
市
で
は
、
県
な
ど
と
の
協
議
の
中

で
、
街
路
事
業
で
歩
道
の
建
設
を
し

た
ら
ど
う
か
と
働
き
か
け
て
い
く
と

と
も
に
、
振
興
会
、
沿
線
住
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、
国
道
改
修

の
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
国
道
1
1
7
号
に
限
ら
ず
、
各
地

区
振
興
会
か
ら
、
市
内
に
あ
る
国
・

県
道
の
改
修
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
で
は
県
の
土
木
事
務
所
な
ど

に
お
願
い
を
す
る
と
と
も
に
、
期
成

同
盟
会
な
ど
を
組
織
し
て
、
運
動
を

盛
り
上
げ
て
行
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。※

注
　
混
雑
度
　
平
日
1
2
時
間
の
交

通
量
が
、
道
路
幅
員
や
勾
配
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
る
交
通
許
容
量
を
ど
の

く
ら
い
上
回
る
か
の
割
合
。
市
内
の

国
道
1
1
7
号
の
平
均
の
交
通
量

は
、
1
2
時
間
当
た
り
約
9
千
～
1
万

2
千
台
。
交
通
許
容
量
は
約
1
万
台
。

交
通
量
が
1
万
5
千
台
を
超
え
な
い

と
採
択
基
準
を
満
た
さ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ん

◆
商
店
街
の
歩
道
に
犬
が
糞
を
し
て

　
困
り
ま
す

　
「
散
歩
中
の
犬
が
糞
を
し
て
、
後

片
付
け
を
し
な
い
飼
い
主
が
い
ま
す
。

特
に
本
町
3
丁
目
の
歩
道
は
擬
石
タ

イ
ル
な
の
で
、
汚
れ
を
落
と
し
づ
ら

い
の
で
困
り
ま
す
」
と
の
市
長
へ
の

手
紙
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

〈
答
〉
飼
い
主
の
皆
さ
ん
か
ら
マ
ナ

ー
を
守
っ
て
い
た
だ
く
し
か
方
法
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
飼
い
主
の
皆
さ

ん
、
散
歩
時
に
は
糞
を
入
れ
る
袋
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

吉
脊
桑
グ
h
ヴ
ー
4
・

△の目標はアメリカかカナダに移住するこ
7と。そのため、渡航費用と移住してもし

ばらく生活ができるようにお金を貯めていま

す。向こうへ行ったら、大自然を満喫したい

と思っています。自分にとって青春とは、現

在の目標に向かって努力していることかな。

趣　　味はいっぱいありますよ。今の季節は釣

　　り。ルアーを昨年から始めたばかりなの

でもっとうまくなりたいと思っています。将

来は海釣りにも挑戦したいと考えています。

7月末から20日間、友人と北海道一周のツー

リングに出かけてきました。北海道旅行を最

後に愛車のSR－400は売ってしまいました。冬

はスノーボードに挑戦中です。

・性肇㌔σ嘉；1鷺轟鉱蕊1轡驚∫議譲之

会社は友人が「結構お金になるよ」と薦めて

くれたので就職しました。鉄筋工です。28歳

の親方を先頭に、20歳代6人の会社です。活

気があって、良い会社ですよ。

※きっぱりと「海外移住を実現する」と語る滝沢

　さんの紹介で、小林幸子さんにバトンタッチ。

　　　　圃　　　研伊　　　ρ艶　　　　〃櫛吃　。晩

ト　 1
螂 薪／〆

叉19勇

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

〒
悩

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

銀
座
サ
マ
リ
ア
ビ
ル
5
階

暦
0
3
－
3
5
4
6
－
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

”
定
住
”
”
交
流
”

プ
ラ
ン
か
ら
行
動
へ

　
魚
沼
こ
し
ひ
か
り
は
、
今
年
も

最
高
値
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
高

値
安
定
と
良
質
米
を
提
供
し
続
け

る
努
力
も
大
変
な
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
東
京
で
は
、
弁
当
持
参
の
サ
ラ

リ
．
ー
マ
ン
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
た

め
、
昼
食
は
外
食
に
な
り
、
食
堂

は
満
員
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

か
、
グ
ル
メ
記
事
に
「
ご
飯
の
お

い
し
い
店
」
な
ど
と
紹
介
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
く
ら
い
で
す
。

　
さ
て
、
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の

オ
ー
プ
ン
、
ほ
く
ほ
く
線
の
開
業

を
控
え
、
全
市
を
あ
げ
て
地
域
の

活
性
化
に
弾
み
を
つ
け
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
当
事
務
所
も
、
こ
の

よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
て
の
活
動

が
そ
の
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

定
住
人
口
の
増
は
、
町
に
魅
力
が

あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

就
業
の
場
が
必
要
不
可
欠
な
条
件

で
す
。
全
国
的
に
見
る
と
U
タ
ー

ン
や
ー
タ
ー
ン
に
よ
る
地
方
定
住

が
見
ら
れ
、
新
規
に
農
業
に
就
く

ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
地
方
に
よ
る
条
件

が
違
う
た
め
、
兼
業
を
前
提
に
企

業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
例
も

あ
り
、
社
員
住
宅
の
建
設
や
、
行

政
は
町
営
住
宅
の
提
供
な
ど
、
町

ぐ
る
み
で
条
件
整
備
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
交
流
人
口
の
増
を
図
る

こ
と
は
、
定
住
施
策
と
比
べ
容
易

な
感
じ
も
し
ま
す
が
、
今
や
地
域

問
交
流
が
全
国
的
に
叫
ば
れ
て
お

り
、
大
変
な
こ
と
で
す
。
具
体
的

な
行
政
面
で
の
取
り
組
み
を
急
が

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

行
政
の
み
で
は
成
功
し
ま
せ
ん
。

地
域
ぐ
る
み
、
町
ぐ
る
み
の
熱
意

が
重
要
で
す
。
戦
時
中
の
学
童
疎

開
が
取
り
も
つ
縁
で
交
流
が
続
い

て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。
事
務
所

で
は
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
経
緯

も
含
め
、
葛
飾
区
と
の
交
流
が
可

能
か
ど
う
か
探
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
葛
飾
区
で
は
、
産
業
界
の

地
域
間
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
た
め
、
そ
の
面
で
の
交
流
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
、
地
元

業
界
の
ご
意
見
な
ど
も
お
聞
き
し

な
が
ら
、
具
体
的
な
交
流
事
業
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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相談コーナー

①定例行政相談　　　　10月11日働

②交通事故相談　　　　10月14日（月）

③巡回内職相談　　　　10月18日働

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時

　会場：高年齢者職業相談室

⑤法律相談

　10月11日樹　栃倉光弁護士

　10月24日㈱　小林彰弁護士

　午後1時30分
　会場：市役所市民相談室

　電話で市民課へ予約してください。

くらし1こ役立つ一

デリホ，ガイド

　　雷52－7111

らしのダ

か
け
ま
せ
ん
か

96

な
つ
メ
ロ
歌
謡
シ
ョ
ー

，

～
共
同
募
金
50
周
年
記
念
～

笏
日
時
H
1
0
月
1
3
日
㈲
午
後
2
時
～
、
6

時
30
分
～
の
2
回
霧
場
所
n
市
民
体
育
館

霧
出
演
目
な
つ
メ
ロ
愛
好
会
、
舞
踊
協
会

ユ
ニ
オ
ン
ポ
ッ
プ
ス
、
三
浦
涜
一
（
特
別

出
演
）
霧
入
場
料
H
大
人
一
千
円
（
当
日

千
2
百
円
）
小
・
中
学
生
”
当
日
券
の
み

5
百
円
纏
問
合
せ
U
共
同
募
金
会
十
日
町

市
支
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

第
2
9
回
十
日
町
市
美
術
展

笏
会
期
H
1
0
月
2
0
日
㈲
～
2
2
日
㈹
霧
場
所

”
市
民
体
育
館
霧
入
場
料
H
無
料
影
作
品

内
容
H
日
本
画
、
洋
画
、
版
画
、
現
代
美

術
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
道
、
写
真
纏
問
合

せ
H
社
会
教
育
課
（
公
民
館
内
盈
5
7
i
5

0
1
1
）

第
2
回
裸
婦
・
素
描
展

纏
会
期
U
1
0
月
1
0
日
㈱
～
1
8
日
働
午
前
9

時
～
午
後
9
時
3
0
分
（
月
曜
日
は
休
館
・

最
終
日
は
午
後
6
時
ま
で
）
霧
場
所
H
公

民
館
本
館
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
霧
入
場
料
H

無
料
霧
問
合
せ
H
十
日
町
芸
術
協
会
（
公

民
館
内
費
5
7
1
5
0
1
1
）

お
も
ち
ゃ
図
書
館

雛
日
時
H
1
0
月
3
日
㈱
・
1
7
日
㈱
午
前
9

時
～
n
時
3
0
分
雛
場
所
H
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
獺
問
合
せ
H
社
会
福
祉
事
務
所
福
祉

係お
や
こ
劇
場
（
選
択
）
例
会

纏
幼
児
向
H
人
形
劇
「
ト
ラ
ッ
ク
と
ら
す

け
」
エ
ツ
コ
ワ
ー
ル
ド
、
1
0
月
3
日
㈲
午

後
7
時
～
、
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
笏
高
学

年
向
H
舞
台
劇
「
奇
蹟
の
人
」
東
京
演
劇

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
1
0
月
9
日
㈱
午
後
6
時

30
分
～
、
小
出
郷
文
化
会
館
霧
間
合
せ
U

池
田
美
紀
（
北
新
田
2
・
智
5

2
1
5
3
5

2
）

や
が
て
…
春

　
十
日
町
小
学
校
P
T
A
で
は
、
親
と
子

で
い
じ
め
に
つ
い
て
話
し
あ
え
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
上
映
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

雛
日
時
判
9
月
2
8
日
ω
午
後
1
時
3
0
分

～
、
4
時
～
、
7
時
～
の
3
回
上
映
霧
場

所
U
市
民
会
館
ホ
ー
ル
霧
入
場
料
U
無
料

◆
入
院
時
食
事
療
養
費
の
標
準
負
担
額
が

10

月
1
日
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す
。

区
　
　
　
　
分

平
成
8
年
9

月
30
日
ま
で

平
成
8
年
－
o

月
－
日
か
ら

減
額
非
対
象
者

6
0
0
円

7
6
0
円

額
者

　
象

減
対

3
か
月
目
ま
で
の
入
院

4
5
0
円

6
5
0
円

4
か
月
目
以
降
の
入
院

3
0
0
円

5
0
0
円

低
所
得
者
世
帯
に
属
す
る

老
齢
福
祉
年
金
受
給
権
者

2
0
0
円

3
0
0
円

笏
問
合
せ
H
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係

◆
酒
害
の
相
談
　
笏
日
時
判
1
0
月
1
8
日
働

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
”
十
日
町

保
健
所
笏
問
合
せ
”
十
日
町
保
健
所
（
智

57
－
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課
保

　
　
響

　
　
　
綴

　
　
　
　
講

　
　
羅
轡

翻
、
騨

磯
葱

コ
ー
コ
ー

　
…
…
ほ
く
信
く
線
㊥

　
頸
城
牛
の
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
頸
城
郡
牧
村
）

牧
村
は
、
以
前
か
ら
畜
産
が
盛
ん
で
し
た
。
特
に
和
牛
の
飼
育
が
多
く

の
農
家
で
行
わ
れ
て
い
て
、
農
耕
や
運
搬
の
た
め
に
一
軒
に
一
頭
は
飼
っ

て
い
た
も
の
で
す
。
昭
和
4
0
年
代
後
半
に
は
ー
、
4
0
0
頭
余
り
が
飼
わ

れ
て
い
て
、
上
越
地
方
の
市
町
村
の
中
で
は
一
番
の
頭
数
で
し
た
が
、
今

で
は
も
っ
ぱ
ら
繁
殖
お
よ
び
食
用
の
た
め
に
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
頸
城
牛
は
丹
波
牛
の
子
孫
で
、
肉
の
品
質
は
最
高
で
す
。
あ
ち
ら
こ
ち

ら
の
ス
テ
ー
キ
店
で
高
級
牛
肉
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
肉
質
は
柔
ら

か
く
し
っ
と
り
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
上
等
な
頸
城
牛
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
「
く
び
き
牛
丸
焼
ま
つ
り
」

が
、
m
月
第
1
日
曜
日
に
ふ
る
さ
と
村
自
然
と
憩
の
森
で
行
わ
れ
ま
す
。

名
前
の
と
お
り
頸
域
牛
を
丸
ご
と
一
頭
焼
い
て
食
べ
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト

で
、
3
0
0
人
以
上
の
人
が
舌
鼓
を
打
ち
ま
す
。
皆
さ
ん
も
自
然
の
中
で

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
イ
ベ
ン
ト
を
堪
能
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
村
自
然
と
憩
の
森
で
は
、
通
常
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

頸
城
牛
ス
テ
ー
キ
が
あ

り
ま
す
。
ボ
リ
ュ
ー
ム

た
っ
ぷ
り
の
頸
城
牛
が

皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
召

し
上
が
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
牧
村
へ
は
、
浦
川
原

村
の
う
ら
が
わ
ら
駅
か

虫
川
大
杉
駅
で
下
車
す

る
と
便
利
で
す
。
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健
衛
生
係

◆
ダ
ニ
検
査
に
よ
る
居
住
環
境
相
談

傷
目
時
H
1
0
月
1
5
日
㈹
・
2
9
日
㈹
午
前
8

時
～
n
時
笏
場
所
月
十
日
町
保
健
所
笏
電

話
相
談
は
随
時
受
け
付
け
勿
問
合
せ
H
十

日
町
保
健
所

◆
新
潟
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
診
療
内

容
等
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
サ
ー
ビ
ス
　
8
月
2
0
日
か
ら
県
内
各
地

か
ら
来
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
利
便
を
図

る
た
め
、
外
来
診
療
内
容
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
笏
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
（
伽
f
甥
ー
8
8
0
0
）
、
笏
フ
ァ
ツ

ク
ス
サ
ー
ビ
ス
（
醜
1
＃
癬
ー
隔
ー
溜
1

6
3
7
4
－
01
＃
）

◆
新
潟
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
1
0
月

1
日
施
行
　
こ
の
条
例
は
病
院
、
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
飲
食
店
な
ど
不
特
定
多

数
の
人
が
出
入
り
す
る
公
共
的
施
設
を
、

お
年
寄
り
や
障
害
を
持
つ
人
が
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
整
備
す
る
こ
と
を
目
指
す
も

の
で
す
。
こ
れ
ら
の
公
共
的
施
設
で
一
定

規
模
以
上
の
も
の
を
新
設
等
す
る
場
合
は

事
前
協
議
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
笏
問
合

せ
U
社
会
福
祉
事
務
所
援
護
係

◆
6
月
か
ら
9
月
分
ま
で
の
児
童
手
当
を

振
り
込
み
ま
す
　
6
月
か
ら
9
月
分
ま
で

の
児
童
手
当
を
1
0
月
9
日
㈱
に
受
給
者
の

皆
さ
ん
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
児
童

手
当
は
3
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
で
、
そ
の
収
入
が
一
定
額
に
満
た
な

い
と
き
、
1
人
目
の
児
童
か
ら
、
そ
の
児

童
が
3
歳
に
な
る
ま
で
の
間
支
給
さ
れ
ま

す
。
籔
手
当
の
額
H
①
1
・
2
人
目
”
月

額
5
千
円
②
3
人
目
以
降
1
人
に
つ
き
”

1
万
円
笏
問
合
せ
H
市
民
課
年
金
係

◆
公
営
住
宅
入
居
者
募
集
　
笏
募
集
住
宅

H
①
田
川
市
営
住
宅
1
戸
（
6
畳
2
室
・

5
畳
1
室
・
D
K
、
2
万
6
千
8
百
円
）

②
谷
内
丑
市
営
住
宅
1
戸
（
6
畳
2
室
・

5
畳
1
室
・
D
K
、
2
万
6
千
7
百
円
）

③
黒
沢
市
営
住
宅
1
戸
（
6
畳
1
室
・
妬

畳
1
室
、
1
万
3
千
2
百
円
）
笏
募
集
期

間
H
9
月
2
5
日
㈱
～
1
0
月
7
日
㈲
笏
条
件

口
家
族
状
況
、
収
入
限
度
額
等
笏
問
合
せ

H
建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室
建
築
住
宅
係

◆
駅
通
り
市
営
駐
車
場
利
用
申
込
　
平
成

8
年
1
0
月
～
平
成
9
年
3
月
ま
で
の
利
用

申
込
を
受
付
ま
す
。
笏
受
付
日
H
9
月
3
0

日
㈲
午
前
8
時
3
0
分
～
笏
受
付
場
所
H
総

務
課
総
務
管
理
係
※
満
車
に
な
り
し
だ
い

締
切
り

◆
羽
根
川
荘
1
0
月
2
7
日
㈲
休
館
し
ま
す

六
箇
地
区
文
化
祭
の
た
め
、
1
0
月
2
7
日
㈲

は
終
日
休
館
に
な
り
ま
す
。
笏
問
合
せ
”

羽
根
川
荘
（
智
52
i
5
4
3
4
）

◆
県
司
法
書
士
会
相
談
会
　
笏
期
間
H
1
0

月
1
日
㈹
～
7
日
㈲
笏
場
所
H
県
内
の
各

司
法
書
士
事
務
所
笏
内
容
口
登
記
、
供
託
、

裁
判
所
提
出
書
類
の
作
成
な
ど
笏
相
談
料

H
無
料
笏
問
合
せ
”
新
潟
県
司
法
書
士
会

（
智
伽
ー
㎜
1
1
5
8
9
）

◆
行
政
書
士
業
務
無
料
相
談
所
　
笏
日
時

H
1
0
月
1
3
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
勿

場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
笏
相
談
受
付
内
容
H
各

種
許
認
可
申
請
に
関
す
る
こ
と
（
土
地
・

営
業
許
可
・
法
人
設
立
ほ
か
）
笏
問
合
せ

H
風
巻
事
務
所
（
智
6
5
1
3
9
0
3
）

◆
新
潟
県
最
低
賃
金
の
改
正
　
最
低
賃
金

法
の
規
程
に
基
づ
き
、
新
潟
県
最
低
賃
金

の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
の
改
正
項

目
H
「
1
日
4
、
7
1
0
円
」
を
「
1
日

4
、
8
0
9
円
」
に
、
「
1
時
間
5
8
9
円
」

を
「
1
時
間
6
0
2
円
」
に
※
効
力
発
生

は
1
0
月
1
日
か
ら

◆
騒
音
規
制
法
及
び
振
動
規
制
法
指
定
地

域
の
変
更
及
び
縦
覧
　
騒
音
と
振
動
の
指

定
地
域
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
図

面
を
縦
覧
し
て
い
ま
す
。
笏
問
合
せ
H
保

健
衛
生
課
環
境
衛
生
係

◆
い
じ
め
や
体
罰
な
ど
で
お
困
り
の
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
　
い
じ
め
や
体
罰
な
ど

子
供
の
人
権
問
題
が
大
き
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
の
人
権
専
門
委

員
は
こ
う
し
た
子
供
の
人
権
問
題
の
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
笏
問
合
せ
口
新
潟
地
方
法

務
局
人
権
擁
護
課
（
智
伽
1
㎜
1
0
1
1

0
）◆

お
米
の
精
米
表
示
制
度
が
変
わ
り
ま
し

た
　
　
「
新
食
糧
法
」
の
施
行
に
よ
り
精
米

表
示
制
度
が
変
更
さ
れ
、
使
用
玄
米
が
一

目
で
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

使
用
割
合
や
産
地
、
年
産
、
品
種
を
第
三

者
機
関
が
確
認
し
、
合
格
し
た
袋
等
に
は

「
認
証
マ
ー
ク
」
も
し
く
は
「
確
認
マ
ー

ク
」
が
付
い
て
い
ま
す
。
笏
問
合
せ
H
新

潟
食
糧
事
務
所
十
日
町
支
所
（
智
5
7
－
6

5
2
1
）

◆
1
0
月
か
ら
住
宅
金
融
公
庫
の
マ
イ
ホ
ー

ム
新
築
融
資
制
度
が
変
わ
り
ま
す
　
勧
主

な
改
正
H
①
住
宅
の
床
面
積
の
下
限
が
、

70
㎡
か
ら
8
0
㎡
に
引
き
上
が
り
ま
す
②
住

宅
の
床
面
積
だ
け
で
な
く
、
住
宅
が
一
定

の
性
能
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
適

用
さ
れ
る
金
利
が
異
な
る
よ
う
に
な
り
ま

す
笏
問
合
せ
H
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支

店
（
智
0
2
7
2
－
32
1
6
6
5
6
）
ま

⑭

社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
妻
有
福
祉
会

　
昭
和
3
0
年
1
1
月
1
日
、
社
会
福

祉
法
人
中
魚
沼
養
老
院
と
し
て
開

設
し
、
増
床
や
名
称
変
更
を
経
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘
」

　
お
お
む
ね
6
5
歳
以
上
の
人
で
、

身
体
や
精
神
、
ま
た
は
家
庭
環
境

や
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
自
宅
に

お
い
て
養
護
を
受
け
る
こ
と
が
困

難
な
人
を
お
世
話
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
の
場
と
し
て
明
る
く
、

楽
し
く
、
安
心
し
て
過
ご
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
入
所
に
つ
い
て

の
判
定
は
、
関
係
市
町
村
で
決
定

さ
れ
ま
す
。

「
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
妻
有
荘
短
期
入
所
施
設
」

　
専
用
居
室
4
床
で
お
年
寄
り
の

介
護
者
が
病
気
や
事
故
、
冠
婚
葬

祭
、
旅
行
、
介
護
疲
れ
な
ど
一
時

的
に
家
庭
で
の
介
護
が
で
き
な
く

な
っ
た
時
に
利
用
し
ま
す
。
な
お
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
た
め
、
自
立

度
の
高
い
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

利
用
期
問
は
原
則
7
日
以
内
で
す

が
、
や
む
を
得
な
い
場
合
の
み
延

長
も
で
き
ま
す
。
利
用
手
続
は
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
券
に
よ
っ

て
直
接
妻
有
荘
に
申
し
込
み
ま
す
。

　
「
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
つ
ま
り
の
里
」

　
ね
た
き
り
や
痴
呆
、
体
が
虚
弱

な
お
年
寄
り
を
送
迎
バ
ス
で
施
設

ま
で
送
迎
し
、
入
浴
、
給
食
、
日

常
動
作
訓
練
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
介
護
し
て
い
る
家
族
の
身
体

的
、
精
神
的
な
負
担
の
軽
減
を
図

る
も
の
で
す
。
対
象
地
区
は
、
川

治
、
六
箇
、
水
沢
、
吉
田
地
区
の

一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
り
の
里
」

　
ご
家
庭
で
お
年
寄
り
を
介
護
さ

れ
て
い
る
人
の
様
々
な
悩
み
に
お

応
え
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

及
び
手
続
き
の
お
手
伝
い
、
関
係

機
関
や
施
設
・
病
院
等
と
の
連
絡

調
整
、
介
護
指
導
、
介
護
用
品
な

ど
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ね
た
り
き
り
老
人
な
ど

身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
障
害
が

あ
っ
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
に

支
障
が
あ
る
老
人
に
対
し
て
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
お
宅
を
訪
問
し
、

お
年
寄
り
の
食
事
や
排
泄
な
ど
の

介
護
に
関
す
る
相
談
、
助
言
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
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た
は
最
寄
り
の
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関

◆
週
40
時
問
制
へ
の
猶
予
期
問
も
残
り
半

年
で
す
　
平
成
9
年
4
月
1
日
か
ら
一
部

の
特
例
業
種
を
除
き
週
法
定
労
働
時
間
4
0

時
間
制
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
各
事
業
所
で

定
め
る
1
週
間
の
所
定
労
働
時
間
は
法
定

労
働
時
問
を
超
え
て
は
な
り
ま
せ
ん
の
で

注
意
を
。
笏
問
合
せ
H
十
日
町
労
働
基
準

監
督
署
（
費
52
1
2
0
7
9
）

加
し
ま
せ
ん
か

雪
国
お
見
合
い
サ
ミ
ツ
ト

霧
日
時
H
1
1
月
1
7
日
㈲
午
前
n
時
～
午
後

3
時
霧
場
所
H
ナ
ス
パ
・
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
ホ
テ
ル
（
湯
沢
町
）
霧
内
容
U
簡
単
な

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
ビ
ュ
ツ

フ
ェ
を
楽
し
み
な
が
ら
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク

霧
資
格
H
①
男
女
と
も
1
8
歳
～
4
5
歳
②
魚

沼
2
市
3
郡
に
居
住
ま
た
は
就
職
し
て
い

る
人
③
未
婚
も
し
く
は
既
婚
者
で
離
婚
が

成
立
し
て
い
る
人
徽
申
込
み
日
1
0
月
31
日

㈱
ま
で
に
農
業
委
員
会
事
務
局

市
長
杯
争
奪

大
池
へ
ら
継
釣
り
大
会

霧
日
時
H
1
0
月
2
7
日
㈹
午
前
6
時
3
0
分

～
（
6
時
受
付
け
開
始
）
霧
場
所
1
1
大
池
霧

参
加
費
口
年
間
遊
漁
券
保
持
者
“
千
8
百

円
、
未
保
持
者
“
2
千
5
百
円
（
共
に
食

事
付
き
）
霧
募
集
人
員
H
5
0
人
（
先
着
順
）

雛
申
込
み
H
1
0
月
2
0
日
㈲
ま
で
に
キ
ジ
マ

釣
具
店
（
費
52
1
2
4
7
8
）

き
の
こ
鑑
別
講
習
会

膨
日
時
H
1
0
月
7
日
㈲
午
前
9
時
～
午
後

3
時
（
雨
天
決
行
）
霧
場
所
H
塩
之
又
森

林
公
園
霧
内
容
H
き
の
こ
採
取
、
き
の
こ

鑑
別
、
昼
食
会
、
抽
選
会
霧
講
師
H
布
施

公
幹
氏
（
日
本
菌
学
会
会
員
）
霧
参
加
費

H
無
料
霧
そ
の
他
“
①
午
前
8
時
4
0
分
に

市
役
所
前
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
出
ま
す

②
昼
食
、
雨
具
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
髪
問

合
せ
H
保
健
衛
生
環
境
衛
生
係

ス
ポ
ー
ツ

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
第
5
回
市
長
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
〉
　
笏
日
時
H
1
0
月
2
0
日
㈲
午
前
8

時
3
0
分
～
受
付
笏
場
所
H
総
合
体
育
館
笏

種
目
H
女
子
の
部
、
男
女
混
合
の
部
笏
チ

ー
ム
編
成
H
ー
チ
ー
ム
4
人
～
8
人
笏
参

加
費
H
2
千
円
笏
申
込
み
目
1
0
月
1
0
日
㈲

ま
で
に
総
合
体
育
館
（
盈
52

－
4
3
7
7
）

〈
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
（
信
州
黒
姫
高
原
黒

姫
山
）
〉
　
笏
日
時
“
1
0
月
6
日
㈲
午
前
5

時
4
5
分
公
民
館
本
館
前
集
合
傷
参
加
費
H

2
千
円
笏
定
員
H
4
0
人
（
先
着
順
）
笏
申

込
み
H
丸
源
商
店
（
盈
52

－
2
4
0
2
）

ま
た
は
井
筒
屋
（
盈
52

－
2
4
8
1
）

▲＝1
明るい服装、早めのライト

日暮れが早まり、夕暮れから夜にかけ

て交通事故が多発します。ドライバー

はライトを早めに点灯し、歩行者は明

るい服装や反射材を身に付けるなど、

お互いに目立っように工夫して交通事

故を防ぎましょう。

8月中の交通事故発生状況　　（）累計

年 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
8年 30（150） 30（175） 0（1）

7年 15（ll5） 20（136） 1（4）

※こんな運転　大変迷惑・危険です！

●交差点の一時不停止・安全不確認

　自転車事故で一番多いのが一時不停止に

　よるものです。一時不停止の標識がある

　場所や見通しの悪い交差点では、必ず止

　まって左右の安全確認をしてから走行し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
転

運
の
事
の
見
左
う
運
を
え
え
右
行
は
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
灯

　
交
自
よ
場
ま
ま
無
ラ
路
ら
道
道
自
傘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
●

イトをつけないで運転していると、道

が見えず危険なばかりか、他の車両か

も見えず、大変迷惑です。

路の右側走行・アーケード内走行・歩

上走行は大変迷惑です。

転車は道路の左はし走行が基本です。

さし運転・二人乗りはやめましょう。

　　　　　　　　S
　　　　　　t
　　　　醍　　璽

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

　
　
　
　
　
こ
紹
介
④

屋
外
施
設
の
使
い
万
②

③
信
濃
川
運
動
公
園

　
こ
の
施
設
は
、
市
街
地
か
ら
十

日
町
橋
を
渡
り
、
千
手
ト
ン
ネ
ル

の
手
前
を
信
濃
川
河
川
敷
に
降
り

た
所
に
あ
る
総
合
運
動
公
園
で
す
。

総
面
積
は
1
6
万
㎡
を
超
え
、
野
球

場
・
庭
球
場
・
サ
ッ
カ
ー
場
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

▼
野
球
場
　
野
球
場
は
A
B
C
の

3
面
が
あ
り
ま
す
。
日
曜
日
は
連

盟
の
大
会
や
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
占
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
一
般
の
人
で
も
使
え

る
日
が
あ
り
ま
す
の
で
、
総
合
体

育
館
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
ラ

イ
ン
引
き
は
置
い
て
あ
り
ま
す
が
、

石
灰
は
利
用
者
で
用
意
し
て
も
ら

い
ま
す
。
大
会
等
が
開
か
れ
る
場

合
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
庭
球
場
　
庭
球
場
は
土
の
コ
ー

ト
が
全
8
面
あ
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト

等
は
、
公
園
内
の
管
理
棟
（
プ
レ

ハ
ブ
）
内
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
サ
ッ
カ
ー
場
　
公
園
の
一
番
端

に
位
置
し
て
い
る
球
場
で
、
ゴ
ー

ル
も
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
野
球
・

庭
球
・
サ
ッ
カ
ー
と
も
に
共
通
し

た
こ
と
で
す
が
、
使
用
後
は
必
ず

整
地
し
て
後
の
人
が
気
持
ち
よ
く躍

使
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
1
周
約
2
㎞
の
ト
リ

ム
コ
ー
ス
や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
広
場

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
は
、
総
合
体
育
館
（
智

57

1
4
3
7
7
）
ま
で
。
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小
児
マ
ヒ
（
ポ
リ
オ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

繊
該
当
す
る
子

　
平
成
8
年
6
月
3
0
日
以
前
に
生
ま
れ
た

　
乳
幼
児
で
、
過
去
未
投
与
か
1
回
の
み

　
の
子

※
接
種
現
在
7
歳
半
に
達
し
た
子
は
投
与

　
で
き
ま
せ
ん
。

霧
投
与
の
方
法

　
6
週
間
以
上
の
間
隔
で
2
回
投
与
し
ま

　
す
。
都
合
に
よ
り
間
隔
が
離
れ
た
場
合

　
で
も
2
回
受
け
て
く
だ
さ
い
。

雛
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
子

　
①
発
熱
し
た
り
、
著
し
い
栄
養
障
害
の

　
あ
る
乳
幼
児

②
過
去
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
症
状
を

　
起
こ
し
て
い
る
乳
幼
児

③
下
痢
を
し
て
い
る
乳
幼
児

霧
投
与
前
の
注
意

①
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ

　
て
い
て
、
予
診
票
の
記
入
が
で
き
る
人

　
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
都
合
の
つ

　
か
な
い
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
予
診
票

　
を
保
健
衛
生
課
に
取
り
に
き
て
く
だ
さ

　
い
。

②
投
与
前
は
、
健
康
管
理
に
十
分
注
意

　
し
て
く
だ
さ
い
。

③
投
与
日
は
、
会
場
で
体
温
を
計
り
ま

　
す
。

雛
持
参
す
る
も
の

①
母
子
健
康
手
帳

②
印
鑑
（
印
鑑
を
つ
い
た
問
診
票
を
持

参
す
る
と
き
は
除
く
）

③
体
温
計

④
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
と

　
き
は
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
町
村

　
か
ら
「
予
防
接
種
実
施
依
頼
書
」
を
も

　
ら
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

纏
受
付
時
間

　
午
後
1
時
4
5
分
～
2
時
3
0
分

霧雛
日会

程場

　保
　健
　セ
　ン
　タ
　書

地
　
　
区

期
　
　
日

十
日
町
・
吉
田

10

月
1
日
㈹

新
座
・
中
条
・
下
条

10

月
2
日
㈱

川
治
・
六
箇
・
水
沢

10

月
3
日
㈲

※
「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
を
必

ず
読
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
。
予
診
票
は
、

中
条
・
吉
田
・
下
条
・
水
沢
の
各
地
区

公
民
館
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

むし歯のないよい歯の子
　8月の3歳児健診を受けた子27人

者
昇
美
雄
史
平
一
　
都
一
生
平

護
　
　
　
　
　
　
　
　
忠

保
俊
益
忠
雅
新
清
　
正
浩
靖
好

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
寺
聖
2
叢
躍
塑
－

住
灘
紆
認
講
鰻
為
姉

　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

　
り
樹
作
子
穴
史
介
平
・
都
介
子
子

子
、

の
力
祐
友
リ
理
　
　
祐
響
躰
謙
啓
赫
晶
翔

歯
あ

凝
藤
身
桐
落
落
田
田
藤
嶋
落
村

　
佐
尾
片
水
水
太
山
加
小
水
上

甲10月の休日救急医

7
」
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1

7
」
　
　
1
　
　
　
　
　
8

8
　
　
1
　
　
　
　
　
【
」

り
乙
　
　
り
乙
　
　
　
　
　
り
乙

閣
　
　
一
　
　
　
　
一

6
　
　
3
　
　
　
　
　
り
乙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暦
盈
　
　
暦

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
村
　
　
1

南
里
　
晒

津
中
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
の

院
院
育
院

　
　
　
体

医
病
　
　
医

　
　
　
ヒ

長
上
m
池

田中外科医院（田中町本通り〉智52－2403

上村病院（中里村）盈63－2111

医院（袋町中）鱈52－2174

病院（津南町）費65－3161

㈲
山
村
㈱
田
㈲
外
村
㈲
口
㈲
南

日
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
日
　
　
　
日

6
　
　
　
　
　
　
1
3
　
　
　
2
0
山
刀
津

10月の乳幼児健康診査
　壕
事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰誓児／

17日

㈱

午後1時10分

　～1時45分
5年4月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診
24日

㈱

午後1時10分

　～1時45分
7年4月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

30日
体）

午後1時10分

　～1時30分
8年6月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
8日

（幻

午前9時30分

～10時15分

6年4月
生まれの幼児

10か月児
身体測定

23日
休）

7年12月
生まれの乳児

麟舗朝

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳

　児健診は尿検査もあります）

※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

腫）尿検査セットを保健衛生課に取りに来てください。

※平成5年5月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。11月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、m月15

　日を過ぎても届かない人は、保健衛生課保健衛生係ま
で連絡してください。

10月の健康相談

会　場 期日 時　　　間

保健センター 7・14・21・28日㈲ 午前9時～11時30分

新座コミュニティセンター

8日（殉

午前9時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北 和　会 館 午後1時30分～4時

就業改善センター

17日休）

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午後2時～4時
羽 根　川 荘

18日㈹
午前9時～11時30分

水沢地区公民館

平 成 園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

25日働

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～午後4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を！
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

10月の献血車
◆受付時間　午前10時～正午、午後1時～3時

◆全血献血　23日㈱（終日）吉沢織物㈱

　　　　　　30日㈱（終日）中条地区公民館

◆成分献血　1日（幻　市役所

　　　　　　17日㈲　建設会館

＊成分献血は、事前に保健衛生課保健衛生係に

　申し込んでください。所要時間は約60分です。

27平成8年9月25日号
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　とうとうヨモにも春のフェスタ（祭り）がやってきまし

た。コモ市観光協会は、コモ市役所やファミリア・コマス

カ協会ほかの協賛を得て、ヒッラ・オルモで“公園での一

日”イベントを企画しました。ビッラ・オルモは、皆さん

もよくご存じの場所です。なぜなら、そこで十日町・コモ

姉妹都市提携20周年記念の式典が行われ、その公園で、私

　　　　　　　にれたちは白緒に1本の楡の木を友情の印として植樹したから

です。

　フェスタ当日は幸い天候にも恵まれ、1万人以上が参加

しました。様々なゲーム、音楽、スポーツ、絵やネクタイ

の展示会で公園は終日にぎわい、お昼には参加者全員にリ

大樹の庭園にハープの音色が響きます

ゾット（イタリア風おじや）が振る舞われ、ビールやアイ

スクリームが無料で配られました。参加者の中には、外国

人の観光客もいました。

　子供たちにとっては、すばらしいレクリエーションの1

日でしたが、大人たちも様々なイベントを楽しんでいまし

た。骨休みの1日であると同時に、日ごろの忙しさの中で

忘れてしまいがちな緑を再発見し、自然を味わい、尊重す

る良い機会となりました。

　　　　　　　　〈ピェルチェーザレ・ボルドーリ記＞

※村山光司さん（十日町市出身、JTBヨーロッパトラベルセンター勤務・

東京都）に日本語訳をお願いしました。
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郡市一の応援をめざして

　　　　水沢中学校

漏．6

獺

蕪

。　　　　　叢騒

灘
　
畠

馨
縁
韮

．鵬璽　，購鐙，市騒

　特別な指導をしているわけではないので

　すが、一人ひとりが体をふるわせ、すばら

　しい声を発して精一杯の応援をすることが

　伝統となっています。

　　春先の応援練習は、期問はさほど長くな

　いのですが、まず2・3年生が新入生のど

　肝を抜くような声で見本を示します。それ

　に引っ張られて1年生も、放課後の練習に

　加えて、学級単位、あるいは学年単位で朝

　練習や昼休みの自主練習をして自分たちで

　納得がいくまで繰り返して鍛えられていき

　ます。こうしてできた声と拍手だけのシン

饗プルな応援が水沢中の特長となっており、

轍一人ひとりが声をそろえて打ち込むことむこ

蟻
　　自信と誇りを感じています。

　　　2学期の体育祭やその後の文化祭合唱コ
嚢
、
ン
ク ールでもこの伝統はいかんなく発揮さ

　　れています。そして、3年生はこうした伝

　　統の集大成として、卒業式での学年合唱を

　　精一杯歌いあげて学舎を後にします。
．繍．

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
編
・
集
・
室

　
9
月
1
0
日
号
に
引
き
続
き
、
第
2
回

目
の
特
集
の
取
材
で
当
間
高
原
リ
ゾ
ー

ト
「
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
」
に
1
6
日
、
』
1
7
日

と
出
か
け
て
き
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
、
各

施
設
は
す
で
に
1
0
月
1
日
の
オ
ー
プ
ン

を
待
つ
ば
か
り
で
、
何
と
も
す
ば
ら
し

い
姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
の
ド

ラ
イ
・
ラ
ン
と
い
う
こ
と
で
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ま
で
、
一

泊
旅
行
と
同
じ
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。

各
施
設
の
す
ば
ら
し
さ
に
溜
息
を
つ
き
、

ま
た
関
心
す
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。
こ

と
に
、
薄
グ
リ
ー
ン
の
制
服
を
着
た
従

業
員
の
気
配
り
や
応
対
の
適
切
さ
に
一

番
の
印
象
を
も
ち
ま
し
た
。
地
域
文
化

の
創
造
や
経
済
環
境
の
育
成
な
ど
を
通

し
て
、
地
域
の
振
興
を
ね
ら
っ
た
リ
ゾ

ー
ト
事
業
で
す
が
、
訪
れ
る
市
民
に
対

し
て
温
か
い
心
を
育
て
て
く
れ
る
リ
ゾ

ー
ト
で
も
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
　
（
㊦

十目町市民の願い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ぱ
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の木

市の花

磐
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